
　
養
成
塾
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す

る
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
国
会
」。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る
復
興

会
議
」。
塾
生
た
ち
は
、
高

校
生
ら
し
い
発
想
で
こ
れ
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方

を
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、期
間
中
に
塾
生
は
、

　
塾
生
の
中
に
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県

と
福
島
県
の
高
校
生
10
人

が
、
宗
像
市
や
多
く
の
企
業

か
ら
の
助
成
や
協
賛
を
受

け
、
無
償
で
参
加
。
避
難

所
が
津
波
で
流
さ
れ
た
た

め
、
防
災
マ
ッ
プ
が
機
能
し

な
か
っ
た
こ
と
や
ガ
レ
キ
の

中
に
あ
る
遺
体
を
傷
つ
け
る

た
め
、
震
災
直
後
は
重
機
で

の
ガ
レ
キ
の
撤
去
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
被
災
地
で

の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
立
双
葉
高
校
２
年

の
山
本
未
来
（
み
き
）
さ
ん

は
「
塾
生
の
み
ん
な
と
将
来

の
夢
を
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
て
自
信
を
も
ら
い
ま
し

た
。
将
来
は
高
校
の
国
語
教

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
の
私
立
盛

岡
ス
コ
ー
レ
高
校
２
年
の
伊

藤
陸
さ
ん
は
「
海
外
経
験
の

あ
る
塾
生
た
ち
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
価
値
観
や
意
見
を
聞

き
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

将
来
は
美
術
教
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
塾
に

参
加
し
て
、
そ
の
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

《
高
校
生
と
一
緒
に

受
講
す
る
公
開
講
座
》

《
被
災
地
か
ら

参
加
の
塾
生
た
ち
》

《
市
内
の高

校
生
も
参
加
》

各
界
で
活
躍
す
る
24
人
の
講

師
の
講
義
を
受
講
し
、
幅
広

い
分
野
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
元
国
連
事

務
次
長
の
明
石
康
さ
ん
と
独

立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

の
川
口
淳
一
郎
さ
ん
の
講
義

が
市
民
に
公
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
明
石
さ
ん
は
「
国
際
社
会

で
生
き
て
い
く
上
で
の
虎
の

巻
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち
が
生

活
の
中
で
考

え
、
悩
み
な
が

ら
発
見
し
て
い

く
し
か
な
い
」。

川
口
さ
ん
は

「
一
芸
に
秀
で

る
こ
と
が
突
破

力
を
生
む
。
若

い
人
た
ち
は
常

に
動
い
て
、
そ

の
人
な
り
で
い

い
の
で
新
し
い

１
ペ
ー
ジ
を
探

し
て
ほ
し
い
」

と
塾
生
に
熱
い

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
国
会
で
熱
く
議
論
す
る
塾
生
た
ち

入
塾
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
伊
藤
さ
ん

（
左
端
）と
山
本
さ
ん（
右
端
）

　
市
内
の
高
校
か
ら
、
石
井

結
花
（
ゆ
う
か
）
さ
ん
（
宗

像
高
校
２
年
）と
大
平
樹（
た

つ
き
）
さ
ん
（
東
海
第
五
高

校
１
年
）
が
参
加
。
石
井
さ

ん
は
「
各
講
義
後
に
実
施
さ

れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
最
初
は
自
分
の
意
見
が

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
他
の
塾
生
の
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
知
り
、
自
分
の
意

見
を
み
ん
な
が
聞
い
て
く
れ

た
の
で
、
最
後
は
楽
し
く
な

り
ま
し
た
」。
大
平
さ
ん
は

「
地
元
で
課
題
を
抱
え
る
被

災
地
や
沖
縄
の
塾
生
た
ち
と

話
を
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
聞
け
ま
し
た
。
ま
た
、
合

宿
生
活
も
楽
し
く
、
多
く
の

友
人
が
で
き
ま
し
た
」
と
、

２
人
と
も
充
実
感
あ
ふ
れ
る

卒
塾
証
書
を
受
け
取
る

松
崎
さ
ん（
右
）

夢
を
語
る
石
井
さ
ん

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま

し
た
。

　
公
開
講
座
を
受
講
し

た
市
民
か
ら
は
「
リ
ー

ダ
ー
の
あ
り
方
や
心
構

え
に
つ
い
て
新
た
な
視

点
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」「
熱
い
言
葉
に
勇

気
を
も
ら
っ
た
。
高
校

生
で
こ
の
よ
う
な
講
義

を
受
講
で
き
る
塾
生
の

み
な
さ
ん
が
う
ら
や
ま

し
い
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
の
福
岡

高
校
２
年
・
松
崎
拓
哉
さ
ん

（
自
由
ヶ
丘
）
も
参
加
。
学

級
委
員
長
の
役
を
担
っ
た
松

崎
さ
ん
は
「
塾
生
を
ま
と
め

る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

ま
と
め
る
た
め
の
心
得
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
塾
で
出
会
っ
た
塾
生
と

は
、
こ
れ
か
ら
夢
を
達
成
す

る
上
で
助
け
合
っ
て
い
け
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
交
流
室

☎
（
36
）
０
３
１
１

目
標
宣
言
を
す
る
大
平
さ
ん

親子で楽しそうに過ごす参加者
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る

驚きの声があがった世界一行きたい
科学広場（６ページ）

1〜3 4〜9 10 11 12・13 13〜17 18

行政 学びの里 カレンダー 男女共同参画 環境 お知らせ 健康・福祉

コミセン整備、火葬場施設整備事業に「かのこ債を２億円発行」� 2

安全・安心に向けて「総合防災訓練」� 3

宗像力プロジェクト　ムナカタのミカタ� 17

船の神様・船霊様、「時間旅行ムナカタ」� 4

南半球の国、ニュージーランドへ行ってきました� 7

一人ひとりが個性と能力を発揮できる社会を目指して、「メッセージ」� 11

マイバッグを持って買い物に行こう� 12

来館５万人も達成「夏休みの海の道むなかた館」� 15

元気なうちに介護予防教室へ「健康むなかた21」� 18

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載
している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

          
 

第
９
回
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　

こ
の
養
成
塾
は
、
全
国
の
高
校
生
や
海
外
留
学
し
て
い

る
高
校
生
が
、
各
界
で
活
躍
す
る
講
師
の
講
義
や
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。
９
回

目
の
今
年
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
を
メ
ー
ン
会
場
に

７
月
27
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
１
６
５
人
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

　
９
月
26
日
（
水
）、
メ
イ

ト
ム
宗
像
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
こ
っ

こ
」
で
開
催
さ
れ
た
満
１
歳

の
お
誕
生
会
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
親
子
で

一
緒
に
ふ
れ
あ
い
や
遊
び
友

達
づ
く
り
を
し
て
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
の

結
工
房
で
は
、
お
誕
生
日
会

の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
離
乳

食
作
り
の
見
学
・
試
食
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
今
回
は
電
子

レ
ン
ジ
を
利
用
し
た
離
乳
食

を
紹
介
。
集
ま
っ
た
親
子
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
定
住
化
を
促
進

す
る
一
環
で
、
子
育
て
の
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
子
育
て
講
座
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
み
ん

な
の
ひ
ろ
ば
、
妊
婦
と
子
ど

も
な
ん
で
も
相
談
室
な
ど
、

多
く
の
子
育
て
支
援
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
、
子
ど

も
た
ち
が
思
い
切
り
遊
べ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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発
行
内
容

▽
資
金
の
使
用
目
的

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
（
河
東
・
自
由
ヶ

丘
・
南
郷
地
区
）

②
火
葬
場
施
設
整
備
事
業

▽
発
行
日
　
11
月
30
日
（
金
）

▽
発
行
総
額
　
２
億
円

▽
償
還
期
限
　
５
年
（
満
期
一

括
償
還
）

▽
発
行
価
格
　
額
面
１
０
０
円

に
つ
き
１
０
０
円

▽
償
還
価
格
　
額
面
１
０
０
円

に
つ
き
１
０
０
円

▽
利
払
日
　
毎
年
５
月
と
11
月

の
末
日
（
年
２
回
）

＊
銀
行
休
業
日
の
場
合
は
、
前

銀
行
営
業
日

▽
購
入
限
度
額
　
１
人
２
０
０

万
円
ま
で
（
10
万
円
単
位
）

▽
償
還
日
　
平
成
29
年
11
月
30

日
（
木
）

＊
利
率
は
��
月
��
日
（
水
）
午

前
９
時
ご
ろ
に
決
定
。
詳

し
く
は
、
市
ＨＰhttp

://
w
w
w
.city.m

unakata.
lg.jp/

→
「
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
」
→
「
市
政
情
報
」

→
「
市
の
財
政
」
で
発
表
（
財

政
課
へ
電
話
で
問
い
合
わ
せ

も
可
）

応
募
要
件

▽
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
４
年
10
月
17
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

▽
市
内
に
営
業
拠
点
の
あ
る
法

人応
募
期
間

　
10
月
18
日
（
木
）
～
10
月
31

日
（
水
）　
必
着

応
募
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

明
記
（
左
記
参
照
）
し
、
財
政

課
へ
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
１
人
１
通
の
み
）。
申

込
後
に
、
購
入
金
額
の
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
必
ず
、
10
月
17
日
（
水
）
に

市
が
発
表
し
た
利
率
を
確
認

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

無
効
に
な
る
場
合

▽
応
募
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
▽
往
復
ハ
ガ
キ
の
「
往
信
面
の

裏
面
」「
返
信
面
の
あ
て
先
」

な
ど
に
記
入
漏
れ
や
誤
り
が

あ
る

▽
往
復
ハ
ガ
キ
以
外
で
の
申
込

▽
１
枚
の
往
復
ハ
ガ
キ
で
複
数

人
の
応
募

▽
そ
の
他
不
正
な
ど
を
確
認

＊
往
復
ハ
ガ
キ
の
申
込
記
載
内

容
は
、公
募
債
発
行
事
務（
取

扱
金
融
機
関
へ
の
購
入
者
リ

ス
ト
の
提
供
を
含
む
）
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん

抽
選
で
決
定

　
申
込
総
額
が
２
億
円
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
で
購
入
者
を

決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時

▽
11
月
1
日
（
木
）
午
前
９
時

　
市
役
所
北
館
・
２
０
２
会
議

室
　
な
お
、
抽
選
の
結
果
は
、
申

込
者
全
員
に
返
信
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
抽
選
の
結
果
は
、
電
話
な
ど

で
の
問
い
合
わ
せ
不
可

発
送
予
定
日

　
11
月
1
日
（
木
）

コミュニティ・センター整備事業、火葬場施設整備事業など合併特例事業に

かのこ債かのこ債 を２億円発行を２億円発行
　

市
で
は
、
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
「
か
の
こ
債
」
を

発
行
し
ま
す
。
か
の
こ
債
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
市

が
実
施
す
る
事
業
の
資
金
提
供
者
と
な
っ
て
も
ら
い
、
市

の
施
策
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
河
東
、
自
由
ヶ
丘
、

南
郷
地
区
）」
や
「
火
葬
場
施
設
整
備
事
業
」
に
、
２
億

円
の
「
か
の
こ
債
」
を
発
行
し
ま
す
。

■問い合わせ先　▽かのこ債＝財政課　☎（36）１１０４
　　　　　　　　▽購入＝北九州銀行宗像支店（赤間駅前1丁目4番34号）　☎（38）０５１１

●往復ハガキの注意事項
▽抽選で購入者を決定する場合、２次当選の連絡をすることがありますので、
　昼間連絡の取れる電話番号を記入してください
▽必ず、10月17日（水）に市が発表した利率を確認の上、応募してください

「
か
の
こ
債
」受
付
係

〈
住
所
不
要
〉

宗
像
市
役
所　

財
政
課 ＊抽選結果をお知らせする

　時に、市が使用します

申
込
者
本
人　

様

申
込
者
の
住
所

①申込者本人の氏名

②申込者本人の住所

③申込者本人の生年月日

④電話番号（携帯可）
＊昼間連絡の取れる番号を記入して
　ください

⑤購入希望金額
　（10万円単位で10万円～200万円まで）

＊
往
復
ハ
ガ
キ
記
入
見
本
＊

ふりがな

《　返信面　あて先　》 《　往信面　裏面　》

郵便往復はがき

《　往信面　あて先　》 《　返信面　裏面　》

郵便往復はがき

当
選
者
の
購
入
手
続
き

▽
購
入
時
の
注
意
事
項

　
　
当
選
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ

た
人
は
、
北
九
州
銀
行
宗
像

支
店
（
赤
間
駅
北
口
）
で
の

購
入
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

▽
購
入
時
に
必
要
な
も
の
は

①
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
当
選
ハ

ガ
キ

②	

購
入
代
金

③	

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

④	

北
九
州
銀
行
の
普
通
預
金
通

帳（
す
で
に
持
っ
て
い
る
人
）

⑤	

印
鑑
（
す
で
に
通
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
届
け
出
印
）

⑥	

マ
ル
優
・
マ
ル
特
制
度
（
後

述
）
を
利
用
す
る
人
は
確
認

資
料

＊
購
入
手
続
き
は
、
必
ず
当
選

者
本
人
が
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
の
購
入
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん

▽
購
入
期
間
　
11
月
６
日（
火
）

～
同
20
日
（
火
）

かのこ債
　とは？

市が発行する住民参加型市場公募債です。
　　　　　　市の花「かのこゆり」にちなんで、

と、愛称がつけられています。平成18年か
ら発行し、今回が７回目の発行となります。

か がやく
の びやかなまちづくりに
こ うぼ債

　
満
期
前
で
も
購
入
し
た
金
融

機
関
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
債
券
の
価
格

は
市
場
の
金
利
水
準
の
変
化
に

よ
り
日
々
変
動
し
て
い
ま
す
。

購
入
時
の
価
格
と
売
却
時
の
価

格
が
異
な
る
場
合
は
、
売
却
損

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
利
払
日
や
償
還
日

の
直
前
は
、
換
金
で
き
な
い
期

間
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
満
期
ま
で
保
有
す
れ
ば
、
償

還
日
に
は
元
金
が
全
額
受
け
取

れ
ま
す
。

▽
振
替
債
扱
い
で
安
心

　
　「
か
の
こ
債
」
は
、
債
券

口
座
で
管
理
す
る「
振
替
債
」

と
し
て
発
行
す
る
の
で
、
万

が
一
の
盗
難
や
火
災
な
ど
で

の
紛
失
の
恐
れ
が
な
く
、
利

子
や
元
金
が
指
定
口
座
に
自

動
的
に
振
り
込
ま
れ
ま
す

▽
５
年
満
期
の
確
定
利
回
り

　
　
利
率
は
固
定
で
す
。
年
２

回
（
５
月
と
11
月
）
利
子
の

支
払
い
が
あ
り
、
元
金
は
５

年
後
に
一
括
し
て
返
済
さ
れ

ま
す

▽
マ
ル
優
・
マ
ル
特
制
度
が
利

用
で
き
ま
す

　
　
受
け
取
る
利
子
は
、
利

子
所
得
と
し
て
20
・
３
１
５

パ
ー
セ
ン
ト
（
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
15
・
３

１
５
パ
ー
セ
ン
ト
＋
地
方
税

５
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
の

不
自
由
な
人
な
ど
が
購
入
す

る
場
合
、
マ
ル
優
（
少
額
貯

蓄
非
課
税
制
度
）、
マ
ル
特

（
少
額
公
債
非
課
税
制
度
）
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
九
州
銀
行
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
満
期
前
の
換
金
】

【
か
の
こ
債
の
特
徴
】

【
取
扱
金
融
機
関
】

株
式
会
社
北
九
州
銀
行（
登
録
金
融
機
関
）

福
岡
財
務
支
局
長
（
登
金
）
第
１
１
７
号

日
本
証
券
業
協
会
、
社
団
法
人
金
融
先
物

取
引
業
協
会
加
入
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

と
市
民
課
窓
口
間
で
は
、
テ
レ

ビ
電
話
を
使
っ
て
の
本
人
確
認

で
「
住
民
票
の
写
し
」
や
「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
コ
ミ
セ
ン

　
吉
武
、
赤
間
西
、
赤
間
、
自

由
ヶ
丘
、
南
郷
、
東
郷
、
日

の
里
、
池
野
、
岬
、
玄
海

＊
大
島
地
区
は
大
島
行
政
セ
ン

タ
ー
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

＊
河
東
地
区
は
平
成
��
年
、
コ

ミ
セ
ン
の
新
築
オ
ー
プ
ン
時

に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
予
定

●
利
用
日
時
　
火
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

＊
祝
日
、８
月
��
日
〜
同
��
日
、

年
末
年
始
を
除
く

●
そ
の
他

①
本
人
確
認
書
類
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
証

明
書
は
１
点
、
健
康
保
険
証

な
ど
顔
写
真
が
付
い
て
い
な

い
証
明
書
は
２
点
必
要

②
印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
す

る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）
が
必
要

③
コ
ミ
セ
ン
で
の
証
明
書
の
請

求
は
、
同
じ
世
帯
の
人
の
み

④
同
じ
世
帯
で
な
い
人
の
証
明

書
の
請
求
は
、
市
民
課
窓
口

（
市
役
所
本
館
１
階
）
で
請

求
を
。
そ
の
場
合
、
窓
口
に

来
る
人
は
本
人
確
認
書
類
と

次
の
も
の
を
持
参

▽
住
民
票
の
写
し
＝
証
明
書
が

必
要
な
人
が
自
筆
で
記
入
し

た
委
任
状

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
＝
証
明
書

が
必
要
な
人
の
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）

⑤
住
民
登
録
を
し
て
い
る
外
国

人
も
「
住
民
票
の
写
し
」
の

交
付
請
求
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係

�

☎
（
36
）
１
１
２
６

「
住
民
票
の
写
し
」や

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」の

　

即
時
交
付
サ
ー
ビ
ス

コミセンで

さつき松原

江口

皐月橋

釣
川

交通規制図

玄海ゴルフ場

瀬戸
交差点

上八交差点

玄海の家

玄海東
小学校

●期間　11月４日（日）　8:00～17:00
●区間　江口・市道光星原10号線付近～
　　　　上八交差点
●対象　指定車や許可車、軽車両を除く
　　　  全車両
■問い合わせ先
▽自然環境課　☎（36）１１３０
▽宗像警察署　☎（36）０１１０

さつき松原
車両通行止め

環境整備ボランティア作業実施のため

　
市
や
関
係
機
関
、
自
主
防
災

組
織
が
合
同
で
、
防
災
の
日
の

９
月
１
日
、
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
合
同
で
実
施

す
る
防
災
訓
練
は
今
回
が
初
め

て
で
す
。

　
震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生

し
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

と
想
定
し
て
午
前
９
時
か
ら
訓

練
を
開
始
。

　
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
情

報
伝
達
と
情
報
収
集
。
沿
岸
部

で
は
津
波
に
備
え
た
避
難
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、
連
絡
網
の

不
備
な
ど
、
各
自
主
防
災
組
織

の
改
善
点
も
見
つ
か
っ
て
い

て
、
今
後
も
継
続
し
た
訓
練
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
市
災
害
対
策
本
部
で
は
、
市

内
全
域
の
指
定
避
難
所
を
開
設

し
、受
入
体
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
の
多
目
的
広
場
で
、
消
防
本

部
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
訓
練
や
消
防
団
に
よ
る
土
の

う
作
成
訓
練
、
日
の
里
４
丁
目

自
主
防
災
組
織
の
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
の
消
火
や
け
が
人
の
応

急
処
置
の
対
応
訓
練
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
日
の
里
４
丁
目
自
主
防
災

組
織
本
部
長
の
柴
田
孝
康
さ

ん
（
69
歳
）
は
「
初
め
て
の
訓

練
だ
っ
た
の
で
、
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
。
本
当
に
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
落
ち
着
い
て
で

き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

冷
静
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
」。
専
門
部
会
長

の
三
好
与
四
郎
さ
ん
（
65
歳
）

は「
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
ね
」

と
さ
ら
に
防
災
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
訓
練
を
見
に
来
て
い
た
安

東
さ
ん
（
東
郷
・
63
歳
）
は

「
今
、
い
ろ
い
ろ
と
災
害
が

起
こ
っ
て
い
る
の
で
見
て
お

か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
見
学

に
来
ま
し
た
。
今
日
、
訓
練

し
て
い
る
姿
を
見
て
感
激
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
普
段
か

ら
訓
練
し
て
い
て
、
心
強
い

な
と
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
消
火
訓
練

総
合
防
災
訓
練

・

に
向
け
て

安
全

安
心

９
／
１
防
災
の
日

　市総合防災訓練が９月１日「防災の日」
に、宗像ユリックスの多目的広場で実施
されました。
　昨年の東日本大震災の現状を踏まえ、
陸上自衛隊、宗像警察署、福岡県北九州
県土整備事務所宗像支所、九州電力福間
営業所、宗像市食生活改善推進会、日の
里４丁目自主防災組織、宗像地区消防本
部、宗像市、宗像市消防団、総勢500人
が参加し、それぞれの訓練種目に分かれて、万が一の災害に対応できるよう、
参加者全員集中して訓練を実施。女性消防団員も、とても貴重な体験と勉強を
させてもらいました。
　また、東日本大震災で使われた自衛隊の炊飯車両の展示や仮設テントの中に
設置されている風呂、シャワーなども見学しましたが、極寒の中で被災した住
民のみなさんの疲れを癒やしてくれたのだろうなと思うと胸が熱くなりました。
　みなさんが住んでいる地域には、コミュニティを中心とした自主防災組織が
あり、定期的に訓練を実施しています。「自分の命は自分で守る」ことや、助け
合う大切さを再確認するためにも、ぜひ、時間を見つけて参加する機会をつくっ
てください。� （女性消防団員広報班・真鍋久美子）

■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

女性
消防団員
まるごと！「自分の命は自分で守る」

参加しました
総合防災訓練に

災害時に使えるライトを配布

て
く
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

☎
（
36
）
５
０
５
０

【
お
知
ら
せ
】
連
載
中
の
「
国
保
の
現
状
と
未
来
」
は
、
��
月
��
日
号
は
お
休
み
し
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
医
療
課　

☎（
36
）１
３
６
３



インドア  テニス  スクール  生徒募集中!!
11月18日迄に入会手続きをして頂くと、
入会金2,100円が無料に！

さらにテニス用品購入費用10,000円分の商品券を進呈！
但し、ジュニア会員は5,000円分。グローバルアリーナテニスショップでのみ使用可。

無料体験受付中!!  お気軽にお問合わせ下さい!!　初心者クラス・悠悠クラス特別割引あり

宗像市吉留46－1
TEL.0940-33-9680 URL：http://www.g-arena.com E-mail:tennis@g-arena.com

フットサルチーム会員募集中!!
フットサルコートが

砂入り人工芝になりました。
11月18日迄に入会していただくと
入会金8,400円が無料に！
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わ
れ
、
閏
年
（
う
る
う
ど
し
）

に
は
13
枚
納
め
ま
す
。

　
木
造
船
の
時
代
は
、
船
の
中

心
部
に
あ
た
る
帆
を
立
て
る
場

所
を
長
方
形
に
く
り
抜
き
、
そ

こ
に
船
霊
様
を
は
め
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
現
代
の
船
で
は
、
操

縦
室
の
正
面
や
神
棚
に
取
り
付

け
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

宗
像
沿
岸
の
船
霊
様

　
宗
像
沿
岸
の
船
霊
様
は
、「
カ

ザ
リ
」
と
い
う
彫
り
込
み
が
さ

れ
、
帆
柱
を
入
れ
る
筒
を
固
定

す
る
「
筒
挟
み
（
つ
つ
ば
さ

澄
ん
だ
音
が
聞
こ
え
、
船
の
右

か
ら
聞
こ
え
る
の
で
右
を
の
ぞ

く
と
左
か
ら
聞
こ
え
、
左
を
の

ぞ
く
と
右
か
ら
聞
こ
え
、
二
人

が
同
時
に
両
側
を
の
ぞ
く
と
船

首
（
せ
ん
し
ゅ
）
の
方
向
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
。
い
く
ら
探
し

て
も
姿
は
見
え
な
か
っ
た
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
船
に
取
り
付
け
た
船
霊
様
が

音
を
発
す
る
の
で
は
な
く
、
船

の
外
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
と
い

う
感
じ
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
木
造
船
時
代
の
話
で
あ
り
、

現
代
の
船
に
な
っ
て
か
ら
は
聞

こ
え
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
般
的
な
船
霊
様

　
日
本
で
一
般
的
な
船
霊
様
の

形
に
は
、
祠
（
ほ
こ
ら
）
の
よ

う
な
家
形
の
タ
イ
プ
（
写
真

①
）
が
あ
り
ま

す
。
中
を
く
り

抜
き
、
そ
の
中

に
は
、
男
女
の

紙
人
形
、
サ
イ

コ
ロ
２
つ
、
穴

あ
き
銭
な
ど
を

御
神
体
（
ご
し

ん
た
い
）
と
し

て
入
れ
、
ふ
た

を
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
御
神
体

学びの里

船
の
守
護
神

　
海
に
生
き
る
漁
師
や
船
乗
り

は
、
航
海
安
全
を
祈
っ
て
船
霊

様
（
ふ
な
だ
ま
さ
ま
）
と
い
う

船
の
守
護
神
を
信
仰
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
信
仰
は
古
く
、
奈

良
時
代
の
歴
史
が
書
か
れ
た

「
続
日
本
紀
」（
し
ょ
く
に
ほ
ん

ぎ
）
の
天
平
宝
字
（
て
ん
ぴ
ょ

う
ほ
う
じ
）
７
年
（
西
暦
７
６

３
年
）
の
８
月
の
条
に
「
船
が

高
麗
（
こ
う
ら
い
）
か
ら
帰
国

途
中
に
暴
風
雨
に
遭
い
、
船
霊

に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
無
事
に
帰

国
で
き
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
船
霊
様
は
、
災
難
を
予
知
し

て
知
ら
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
知
し
て
知
ら
せ
る
こ
と

を
福
岡
で
は
「
し
げ
る
（
し
ゅ

げ
る
）」
と
い
い
、「
船
霊
様
が

し
ゅ
げ
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う

使
い
方
を
し
ま
す
。
博
多
祝
い

唄
に
あ
る
「
枝
も
栄
ゆ
り
ゃ
葉

も
し
げ
る
」
と
同
じ
で
、
活
発

に
動
く
様
子
を
表
す
言
葉
で

す
。

　
全
国
の
地
域
に
よ
っ
て
は

「
い
さ
む
」「
さ
え
ず
る
」
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。「
筑

前
鐘
崎
漁
業
誌
」
で
は
「『
リ

ン
・
リ
ン
・
リ
ン
・
リ
ン
』
も

し
く
は
『
チ
・
チ
・
チ
・
チ
』

と
虫
や
小
鳥
の
鳴
き
声
に
似
た

を
な
ぜ
入

れ
る
か
と

い
う
理
由

は
、
地
域

に
よ
っ
て

異
な
り
ま

す
が
、
男

女
の
紙
人

形
は
、
災

難
が
起

こ
っ
た
と

き
身
代
わ

り
の
た
め

に
入
れ
る
と
い
う
地
域
が
あ
り

ま
す
。
サ
イ
コ
ロ
に
は
「
天
一

地
六
（
て
ん
ち
じ
ろ
く
）」「
表

三
合
わ
せ
（
お
も
て
み
あ
わ

せ
）」「
艫
四
合
わ
せ
（
と
も
し

あ
わ
せ
）」
と
い
う
置
き
方
が

あ
り
、「
幸
せ
」
な
ど
縁
起
の

良
い
語
呂
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
に
置
か
れ
る
よ
う
で

す
。
穴
あ
き
銭
は
12
枚
納
め
、

１
年
（
12
カ
月
）
を
表
す
と
い

み
）」
と
い
う
部

品
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら「
ツ
バ
サ
ミ
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す

（
写
真
②
）。
こ
の

タ
イ
プ
は
全
国
的

に
珍
し
く
鐘
崎
、

大
島
を
中
心
に
遠

賀
郡
芦
屋
、
糟
屋

郡
新
宮
な
ど
に
点

在
し
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
人
形
な
ど

の
御
神
体
を
入
れ
ず
、
そ
の
代

わ
り
に
御
神
入
れ
（
ご
し
ん
い

れ
）
と
い
う
儀
式
を
す
る
こ
と

で
す
。
造
船
で
の
儀
式
で
、
船

霊
ご
め
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
船
大
工
が
、
木
で
写
真

②
の
よ
う
な
形
を
作
り
ま
す
。

こ
の
段
階
で
は
、
船
霊
様
は

宿
っ
て
い
ま
せ
ん
。
船
の
進
水

式
の
前
夜
、
左
右
に
ノ
ミ
で
×

印
の
刻
み
を
入
れ
る
こ
と
で
、

船
霊
様
が
宿
っ
た
御
神
体
と
な

り
ま
す
。

　
海
の
道
む
な
か
た
館
で
は
、

大
陸
と
交
流
し
た
宗
像
人
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
船
霊
様
も
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来

て
く
だ
さ
い
。

＊
参
考
文
献
は
楠
本
正
１
９
９

３
「
玄
界
の
漁
撈
（
ぎ
ょ
ろ

う
）
民
俗
」

（
文
化
財
職
員
・
氏
原
知
行
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
０
０

第19回

船
の
神
様

船
霊
様

写真①一般的な船霊

写真②宗像沿岸の船霊

本の素晴らしさを知ろう「読書週間」
　終戦の２年後の1947年、まだ戦争の傷跡が日本中のあち
こちに残っている時に「読書の力で、平和な文化国家をつく
ろう」と、出版社、取り次ぎ会社、書店と図書館が力を合わ
せ、そして、新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１回「読
書週間」が開かれました。
　第１回「読書週間」は11月17日から同23日でした。これ
は、アメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィーク」が11月
16日から１週間であることに倣（ならっ）たものです。各地で講演会や本に関する
展示会が開かれたり、読書運動を紹介する番組が作られたりしました。現在の10月
27日から11月９日（文化の日をはさんで２週間）になったのは、第２回からです。
　それから60年以上が過ぎ、「読書週間」は日本中に広がり、日本は世界の中でも「特
に本を読む国」となりました。
　今年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読書の素晴らしさを知ってもらうきっ
かけとなることを願っています。
【秋の夜語り】
　図書館では、大人向きのおはなし会「秋の夜語り」を11月16日（金）に開催します。
耳で聞く「お話」を想像する楽しさは、子どもだけのものではありません。大人に
なってからは、なかなか「お話」を聞く機会がないと思います。どうぞ「秋の夜語り」
に参加してください。
●日　時　11月16日（金）18：50開場、19：00〜20：30実施
●場　所　宗像ユリックス図書館
●語り手　むなかた語りの会

■問い合わせ先　宗像市民図書館　☎（37）１３２１
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大赤間展時 代 の 証 人

「 赤 間 宿 」

さ
ん
（
日
の
里
・
30
歳
代
）
は

「
表
木
門
を
見
る
と
歴
史
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
の
着
物
姿
も
歴
史

に
な
じ
み
や
す
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
資
料

館
と
し
て
保
存
、
展

示
す
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
の
赤
間
宿
歴
史

の
勉
強
に
も
な
る
の

で
は
…
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
松
本
愛
梨
さ
ん

（
日
の
里
西
小
３
年
）

は
「
赤
間
宿
に
は
、

踊
っ
て
ん
隊
と
し
て
来
て
い
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
歴
史
が
あ
る

こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」
と
赤

間
の
歴
史
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　
開
催
の
3
日
間
は
絶
え
間
な

く
人
が
流
れ
、
熱
気
に
包
ま
れ

た
大
赤
間
展
で
し
た
。

（
市
民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
（
36
）
５
３
９
４

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
の
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
８
月
17

日
か
ら
同
19
日
ま
で
大
赤

間
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
１
６
０
０
人

が
訪
れ
、
明
治
維
新
の
赤

間
宿
の
歴
史
に
浸
り
ま
し

た
。

　
大
赤
間
展
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
、
赤
間

に
関
す
る
資
料
や
遺
産
を

展
示
。
日
本
の
近
世
国
家

樹
立
の
黎
明（
れ
い
め
い
）

期
に「
赤
間
」と
い
う
宿
場

町
が
果
た
し
た
役
割
と
、

明
治
維
新
に
関
わ
っ
た
人

物
を
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
や
次
世
代
の
人

た
ち
に
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
語
り
継
い
で
ほ
し

い
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
玉
は
、
福
岡

藩
主
の
黒
田
藩
別

邸
「
御
茶
屋
」
の

復
元
鳥
瞰
（
ち
ょ

う
か
ん
）
図
で
、

今
回
が
初
披
露
。

古
図
面
は
、
小
郡

市
の
九
州
歴
史
資

料
館
収
蔵
庫
で
、

本
陣
の
間
取
り
や

仕
様
が
記
さ
れ
た

黒
田
藩
御
用
大
工

の
古
文
書
を
発
見
。
こ
れ
を
基

に
、
鳥
瞰
図
を
作
成
。
展
示
品

は
、
随
所
に
み
な
さ
ん
の
熱
意

や
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
こ
ま
れ
た

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
案
内
は
、
赤
間
宿
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
時
代

装
束
に
身
を
包
み
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
吉
武
比
佐
子
さ
ん
（
60
歳

代
）
は
「
価
値
の
あ
る
展
示
会

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
赤
間

の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し

た
」
と
大
満
足
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
御
茶
屋
に
使
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
表
木
門
を
復
元

し
、
座
敷
と
当
時
の
献
立
の
お

膳
を
粘
土
で
復
元
。
松
本
暢
子

学びの里

　オリジナルナンバープレートは、宗像市が、
県内では大野城市に次ぐ２番目の導入自治体に
なります。市民投票で決定したデザインは市広
報紙で発表。交付は来年６月からを予定してい
て、新規発行者と変更希望者を対象に交付しま
す。また、交付前には希望する番号を抽選で事
前予約できる期間を設けますので楽しみにして
いてください。
　以下の要領で、宗像市のオリジナルナンバー
プレートを選ぶ市民投票を実施しています。み
なさんの投票を待っています。

●投票要件　市民　＊投票は１人１回
●投票方法　10月23日（火）までに、専用用紙かハガキに①Ａ～Ｃのデザイ
ン案いずれか１点②住所③氏名（フリガナ）④電話番号を明記して、次の
いずれかの方法で申し込む

▽市役所総合案内、海の道むなかた館、各コミセンに設置の投票箱に投かん
▽郵送（〒811-3504／深田588／海の道むなかた館「ナンバープレート市
民投票係」）＊郵送は10月23日（火）必着
＊専用用紙は広報紙10月1日号と一緒に配布か、市役所、海の道むなかた館、
各コミセンに設置
●その他　投票者の中から抽選で50人に、採用作品のデザインが入ったオリ
ジナルクオカードを進呈（当選の発表は賞品の発送をもって代えさせても
らいます）
■問い合わせ先　世界遺産登録推進室（海の道むなかた館内）　☎（62）２６１７

多くの人が集まった大赤間展

復元された表木門

宗像市原動機付自転車ナンバープレート

まもなく誕生！
　
前
回
は
、
今
後
世
界
遺
産
へ

登
録
し
て
い
く
べ
き
構
成
資
産

の
決
定
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
の
構
成
資

産
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。《

沖
ノ
島
》

　
沖
ノ
島
は
、
朝
鮮
半

島
と
九
州
の
間
に
位
置

し
、
四
世
紀
か
ら
九
世

紀
末
ま
で
、
対
外
交
渉

の
成
就
と
航
海
の
安
全

を
祈
っ
て
国
家
的
祭
祀

が
実
施
さ
れ
た
島
で
す
。

島
の
中
腹
に
あ
る
巨
岩
群

か
ら
23
カ
所
の
祭
祀
（
さ

い
し
）
遺
跡
が
確
認
さ

れ
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
約

８
万
点
の
遺
物
は
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
形
成
期

か
ら
遣
唐
使
の
時
代
に
至
る 

５
０
０
年
間
に
わ
た
る
遺
構
と

埋
蔵
資
料
が
良
好
に
保
存
さ
れ

て
い
て
、
初
期
祭
祀
の
変
遷
過

程
を
示
す
貴
重
な
遺
産
で
す
。

《
宗
像
神
社（
宗
像
大
社
）》

　
沖
ノ
島
の
沖
津
宮
、
大
島
の

中
津
宮
、
本
土
田
島
の
辺
津
宮

の
三
宮
か
ら
な
る
神
社
で
す
。

沖
ノ
島
祭
祀
を
起
源
と
し
て
、

「
海
北
道
中
」
と
い
う
海
域
を

守
る
「
道
主
貴
（
み
ち
ぬ
し
の

む
ち
）」
と
称
さ
れ
る
宗
像
三

女
神
を
祭
る
、
島
伝
い
の
壮
大

な
三
宮
の
神
社
へ
と
発
展
を
遂

げ
た
、
特
異
な
資
産
で
す
。

《
津
屋
崎
古
墳
群

（
新
原
・
奴
山
古
墳
群
）》

　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
五

沖津宮

中津宮

A

B

C

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第46回

構
成
資
産
の選定

理
由

世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀
後
半
に

か
け
て
築
造
さ
れ
、
前
方
後
円

墳
５
基
、
円
墳
35
基
、
方
墳
１

基
の
計
41
基
か
ら
な
り
、
海
を

望
む
台
地
に
築
か
れ
て
い
ま

す
。
沖
ノ
島
祭
祀
を
発
展
さ
せ

た
古
代
宗
像
に
お
け
る
、
海
の

民
の
集
団
の
あ
り
方
、「
海
北

道
中
」
を
支
配
し
た
海
の
民
と

し
て
の
あ
り
方
を
最
も
良
く
表

象
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
こ
の
３
つ
の
資
産
を

中
心
に
緩
衝
地
帯
を
設
定
し
、

平
成
26
年
の
推
薦
書
提
出
を
目

指
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
１
７
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学びの里

　
世
界
一
行
き
た
い
科
学
広
場

が
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
８
月
11

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
一
行
き
た
い
科
学
広
場

in
宗
像
実
行
委
員
会
主
催
。
子

ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
自
由
研

究
の
参
考
に
し
た
り
、
五
感
を

通
し
た
「
物
作
り
の
楽
し
さ
」

「
科
学
や
自
然
現
象
の
不
思
議

さ
」
を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
科
学
好
き
な
子
ど
も
た
ち

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
福
岡
短
期
大
学
、

福
岡
教
育
大

学
な
ど
県
内

の
11
大
学

と
、
宗
像
高

校
、
東
海
大

五
高
校
、
企

業
で
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
で
有

名
な
株
式
会

社
テ
ム
ザ
ッ

ク
な
ど
が
参

加
。
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
空
気
や

音
、
光
を
使
っ
た
実
験
、
模
型

な
ど
の
物
作
り
と
、
自
然
科
学

か
ら
化
学
工
学
ま
で
、
体
験
や

実
験
が
で
き
る
約
50
の
ブ
ー
ス

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
出
展
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
行
列
の
で
き

た
ス
ラ
イ
ム
作
り
は
大
人
気

で
、
常
に
50
人
待
ち
の
状
態
。

赤
間
西
小
学
校
の
栗
田
瑞
希
さ

ん（
３
年
）と
林
真
琴
さ
ん（
４

年
）
は
「
人
が
多
く
、
並
ぶ
の

も
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ス
ラ

イ
ム
作
り
は
混
ぜ
る
時
が
楽
し

か
っ
た
。
冷
た
い
感
じ
と
プ
ル

プ
ル
し
た
感
触
が
気
持
ち
が
良

い
」
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は

２
４
０
人
。
東
海
大
五
高
校
の

中
村
健
人
さ
ん
（
３
年
）
と
竹

森
正
人
さ
ん
（
２
年
）
は
「
と

て
も
忙
し
か
っ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
え
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
教
授
の
滝
川
洋

二
さ
ん
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
で
は
、
風
船
を
使
っ
て

空
気
の
重
さ
の
実
験
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
板
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
輪
切
り
に
し
て
空
中
に
飛

ば
す
実
験
を
し
ま
し
た
。
１

メ
ー
ト
ル
の
風
船
を
背
中
に
当

て
る
と
人
が
反
動
で
一
歩
動

き
、空
気
の
重
さ
を
実
感
。ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
輪
切
り
に
し
て
飛

ば
す
と
、
舞
台
か
ら
観
客
席
ま

で
20
メ
ー
ト
ル
近
く
飛
び
、
会

場
か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。（市

民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９

実
験
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
子
ど
も
た
ち

　市内の小学５〜６年生を対象とした２泊３日のイングリッ
シュ・サマーキャンプ in むなかたを、８月20日から22日ま
でグローバルアリーナで実施しました。子ども基本条例に基
づき、子どもたちのコ
ミュニケーション能力
の向上や体験活動を目
的とした事業で、今年
初めての取り組みです。
　多数の申込者の中か
ら公開抽選会で選ばれ
た30人の子どもたち。
親元を離れ、グローバ
ルアリーナ国に入国し、英会話漬けの体験活動が始まりまし
た。初日は緊張からか、英語の問いかけに対してなかなか返
事ができませんでした。さまざまな活動に取り組むうちに、
緊張も解け、休憩時間には積極的に外国人スタッフとコミュ
ニケーションをとる姿や、一緒に遊ぶ姿が見られるようにな
りました。
　初日と２日目に実施した野外炊飯では、マッチでの火おこ
しや、包丁での野菜切り、まきでご飯を炊くなど、初めての
体験をした子も多かったようです。みんなで力を合わせて

作ったカレーやピザ
をおいしそうに食べ
る姿がとても印象的
でした。　　
　２日目の夜のキャ
ンプファイアでは、
木 の 枝 に 刺 し た マ
シュマロを直火で焼

いて食べたり、外国の踊りを踊ったりして本当に楽しそうで
した。その他にも物作り、英語でのじゃんけんや外国の遊び、
オリエンテーリングなどを体験。また、３日間を通して英語
の歌（チャンツ）と劇（スキット）に取り組みました。初日
はどうしていいか分からない様子でしたが、最終日は、みん
な堂々と大きな声で発表していました。子どもたちの成長を
感じる瞬間でした。
　３日間の活動を頑張った子どもたち。好天に恵まれ、真っ
黒に日焼けした姿は、心も体もとても健康に見えました。素
晴らしい仲間との出会いや多くの体験と思い出をお土産に、
出国の手続きをし、元気に帰っていきました。
　参加した赤間小学校６年の筋田千咲（ちさき）さんは「最
初は、最後まで楽しめるか不安だったけれど、最後まで楽し
めて良かったです。新しい友達もつくれました。英語もいろ
いろ覚えました。将来は外国に住みたくなりました。もっと
外国のことが知りたくなりました」と大満足でした。

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

Hello! Good Bye!

We enjoyed English
Summer Camp!

入国手続きをする子どもたち

いろいろな体験活動を楽しみました

子
ど
も
も

大
人
も

世
界
一
行
き
た
い

科
学
広
場

科
学
広
場

ビ
ッ
ク
リ

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・金海（キメ）市の
広報紙を紹介しています。

人気の金海農業　　
技術センター植物園

　金海市農業技術センターの植物園が、土
に触れ花を育てる面白さを学ぼうとする人
たちに大人気です。
　現在、植物園とガラス温室、野菜用ビニー
ルハウスなどで180種類の多様な植物が栽
培されていて、月曜から土曜日の午前９時
から午後５時まで、誰でも無料で植物を観
察し、触れてみたり匂いをかいでみたりし
て、生命の大切さを学ぶことができます。
　特に、国内３カ所でしか開かれていない
菊花盆栽教室は、受講生が昨年の50人から今年は80人に増え、場所が不足して受講生
をこれ以上受け入れられないなど、大人気を呼んでいます。
　金海平野で穀物が実り、空が日増しに高くなって行きつつある今日このごろ、幼い子
どもたちの手を取って、農業技術センター植物園を訪ね、自然を感じてみるのはいかが
でしょうか。
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パラムむなかた」

　が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

特技を教えあう母親たち
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携帯電話からの市 ＨＰアドレス　▽ｉモード（NTTドコモ）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/i/index.html
▽EZweb（au）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/e/index.html　▽Yahoo!ケータイ（SoftBank）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/index.html

少年少女海外派遣研修使節団
第20回宗像市第20回宗像市

「南半球の国、
ニュージーランドへ行ってきました」
「南半球の国、
ニュージーランドへ行ってきました」

　選考試験を経て使節団員として
選抜されたのは、小学６年～中学
３年生の13人。ニュージーランド
での本研修を前に、６月から８月
にかけて実施した全５回の事前研
修では、互いの国について理解を
深める研修や英会話研修、交流校
のMt Roskill Intermediate School（ＭＲＩＳ）との交流に向けた研
修を実施しました。
　学年も学校も異なる13人ですが、事前研修を通して絆が深まっていき
ました。第５回事前研修での結団式では、団員一人ひとりが力強く、本
研修に向けて抱負を述べました。

事前研修

　11時間の長いフライトを終
え、飛行機を降りると、そこ
は真冬のニュージーランド。
気温の低さと周囲にあふれる
英語に、外国の地に来たこと
を実感しながら入国審査へ向
かいました。これから始まる
異文化体験の期待感で、全員
生き生きとしていました。

入国

学校交流

ニュージーランドへ
　８月16日から同23日は海外派遣の本研修。ニュージーランドのオー
クランド市を中心に機中泊や経由地泊の体験も含め、７泊８日の研修を
実施しました。

出発
　出発式を８月16日に開催。団員は
本研修への期待と不安を胸に、出発
の時を迎えました。たくさんの人た
ちの見送りに応えながら、宗像市を
後にしました。

帰国
　香港経由で宗像市役所に８月23日に
到着しました。保護者をはじめ、たくさ
んの人に出迎えてもらい、解団式が開か
れました。団員は、１週間を共にした仲
間と別れを惜しみながら、研修での思い
出話と、送り出してくれた家族への感謝
の気持ちを持って、帰路につきました。

別れ
　交流最後の日。団員たちはホ
ストバディと写真を撮ったり、
写真を撮り合ったり、肩を抱き
合ったり、感謝を伝える光景が
見られました。
　バスに乗り込むころ、団員の
目には涙があふれ、別れのつら
さでいっぱいでした。いつか再
会することを約束し、窓越しに
いつまでも手を振り続けながら、
素晴らしい交流をプレゼントし
てくれたＭＲＩＳとホストバ
ディに別れを告げました。

事後研修
　９月に開催した事後研修では、
団員一人ひとりの報告会が開かれ
ました。異文化に触れることで、
生活習慣、食事、言語や表情、表
現の仕方のすべてに感動したり、
日本や自分との違いを見出したり
したことが発表されました。
　自分の視野の広がりや成長ぶり
を報告する姿は、一回りも二回り
も大きく見えました。

ホームステイ
　ＭＲＩＳに到着後、緊張の中、ホストファミリーと対面し、それぞれ
各家庭へと向かいました。
　５泊６日のホームステイでは、ニュージーランドの日常生活を送りま
した。食事の買い物やお手伝いをしたり、テレビを見たり、市内観光を
したり、ホストファミリーとの生
活を満喫したようでした。
　初めは言葉や文化、生活習慣の
違いに戸惑い、苦しい思いをした
団員もいましたが、言葉の壁を越
え、積極的にコミュニケーション
を取り、ホストファミリーとの絆
を深めていました。 ▲ホストファミリーとの生活を満喫

▶
折
り
紙
を
教
え
る

　

団
員

▲
別
れ
を
惜
し
む
団
員
ら

　学校交流のメーンイベントである歓迎式典。ＭＲＩＳからは、先住民族
マオリをはじめとした、さまざまな民族的な歌と踊りが披露されました。
　宗像市の団員たちも、立派に出し物を披露しました。衣装もばっちり
決めたダンス、気合の入った演技で会場を魅了した剣道と空手、最高の
演技ができた「ソーラン節」、そして、想いを込めた振り付けつきの「世
界に一つだけの花」の合唱。練習
の成果を出し切った団員たちの笑
顔は輝いていて、ＭＲＩＳから大き
な歓声と拍手をもらいました。
　その後、実際にクラスに入って
授業体験。授業の中で折り紙やけ
ん玉などの日本文化を紹介しまし
た。
　また、体育館では、バスケット
ボールやドッジボールでのスポー
ツ交流。言葉の要らないスポーツ
交流で自然に打ち解けていました。
　団員は、ＭＲＩＳの生徒たちの人
種や宗教の多さ、そのフレンドリー
な人柄に驚き、互いを尊重し合う
様子に感動していました。

▲解団式

▲研修での体験を発表する団員

▲一人ひとり抱負を述べる団員

▲マオリの彫刻
ゲートをくぐっ

て

入国審査へ

　市では、異文化に触れることで国際的視野を持った次世代層の
育成を目的に、市内の小・中学生を対象に、ニュージーランドの
学校と交流事業を実施しています。
　現地で団員たちは、日本とは違う言語や文化、生活習慣に触れ、
ホストファミリーや現地交流校の生徒との交流を通して、コミュ
ニケーションすることの大切さを肌で実感し、さまざまな人たち
の温かい支えで、多くのことを学んできました。
■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

WE’RE FRIENDS

I MISS YOU...

期待を胸に円陣！

HEL
LO,N

EW 
ZEA

LAN
D!

たくさんの思い出と一緒に

「ただいま !」

LET
’S P

LAY
 OR

IGA
MI

S
E
E
 Y
O
U
 A
G
A
IN
!!
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保
護
者
の
責
務

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
育
成
課　

☎（
36
）
１
２
１
４

　
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
年

齢
に
応
じ
た
心
身
の
発
達
に

関
す
る
知
識
や
養
育
に
つ
い

て
習
得
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
子
ど
も
に
関
す
る

知
識
の
不
足
や
誤
っ
た
知
識

が
原
因
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
虐
待
や
放
置
を
し

て
し
ま
う
と
い
う
不
幸
な
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

保
護
者
自
身
が
子
育
て
に
対

す
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
、
そ
れ
が
原
因
で
子
ど
も

子どもに
やさしいまち

むなかた
第6回

　
子
ど
も
を
養
育
す
る
一
番

の
責
任
は
保
護
者
に
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も

良
い
こ
と
は
何
か
を
第
一
に

考
え
、
愛
情
を
持
っ
て
子
ど

も
の
成
長
や
発
達
に
応
じ
た

養
育
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　「
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も

　
保
護
者
は
、
子
ど
も
が
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
努
め

　
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
発

達
に
有
害
な
も
の
か
ら
子
ど

も
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
有
害
な

も
の
と
は
、
喫
煙
、
飲
酒
、

薬
物
、
売
買
春
、
過
激
な
暴

力
や
性
な
ど
の
有
害
な
情

報
、
過
剰
な
メ
デ
ィ
ア
と
の

接
触
、
危
険
な
場
所
な
ど
を

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
何
で
も
与

　
保
護
者
自
身
が
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
説
明
の
必
要
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
市
民
の
責
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

愛
情
を
持
っ
た
養
育

発
達
に
関
す
る
知
識
や
養
育

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提
供

有
害
な
も
の
か
ら
の
保
護

子
ど
も
に
体
験
さ
せ
る

　
今
回
は
、
保
護
者
の
責
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日時

場所 宗像ユリックス宗像ユリックス

主催

みんな楽しいみんな楽しい
ドカーンと
笑顔で

子どもまつり実行委員会子どもまつり実行委員会

11月３日（土・祝）10：00～15：3011月３日（土・祝）10：00～15：30

　宗像市子どもまつりは今年で11回目を迎えました。今回のキャッチフ
レーズは「ドカーンと笑顔でみんな楽しい子どもまつり」。盛りだくさん
のプログラムで子どもから大人まで１日中楽しめるイベントです。
　今年は学童まつりも同時開催。学童保育所の舞台発表や地区対抗の百人
一首大会、保護者会の食品バザーなどを開催します。
　子どもまつりは、乳幼児から高齢者の異年齢交流や子どもが社会参画で
きる機会の提供、関係団体間の情報交換、地域全体での子どもの健全育成
を目的として開催しています。
　その他にも、子どもに関するさまざまな団体の情報を提供しています。
子育て中の人はもちろん、子どもを見守る地域のみなさんも足を運んでみ
ませんか。
　当日は、子ども実行委員会が企画した開会式を10：00からスタートしま
す。家族みんなで遊びに来てください。
■問い合わせ先　同実行委員会事務局（子ども育成課内）☎（36）１２１４

ハーモニーホール
(ステージ発表）

玄関前
(食品バザー、体験）

２階大和室

　ステージパフォーマンス、バトン演
技、コンクール表彰式、学童保育所百
人一首大会本戦　など
＊今年も舞台を飛び出し屋外でもパ

フォーマンスをします

　演奏喫茶、リサイクルバザー、乳幼児
の手作りおもちゃ、ゲームや木のおも
ちゃで遊ぶコーナー、バルーンアート、
人形劇、子育てサロン、綿菓子、アレル
ギー対応食品の展示・試食、幼稚園・保
育所紹介パネル、各地区コミュニティ運
営協議会活動のパネル展示　など

　焼きそば、カレー、鶏のモモ焼き、
お好み焼き、ポップコーン、郷土料
理、だご汁、飲み物などの販売、工作、
ゲームコーナー、フリーマーケット、
大つり橋渡り　など

　学童保育所百人一首大会予選
＊決勝はハーモニーホールで開催

　子どもたちによる舞台発表、和太鼓
体験、工作、動くおもちゃ作り、紙飛行
機作り、積木遊び、食育体験、コンクー
ル作品展示　など

イベントホール、
イベントホールロビー

(発表、体験、展示）

ギャラリー、中庭、
２階会議室、ホワイエ
(体験、展示、食品バザー）

ステージパフォーマンス

工　作

食品バザーバルーンアー
ト
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れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。我
慢
を
さ
せ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
良
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
互
い

が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
う

こ
と
、
そ
れ
が
大
切
で
す
。

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
家
族
や
社
会
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は

え
ら
れ
る
、
何
で
も
し
て
も

ら
え
る
と
い
っ
た
過
保
護
、

あ
る
い
は
過
干
渉
の
状
況
の

中
で
、
何
か
を
得
る
た
め
に

努
力
す
る
意
欲
、
我
慢
を
す

る
耐
性
、
人
や
物
を
大
事
に

す
る
心
な
ど
が
育
た
な
い
状

況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
も
子
ど
も
に

と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の

で
す
。

に
悪
い
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
意
味
で
も
、
子
ど

も
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
全
て
を
保
護
者

自
身
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
者
は
子
育
て
に

関
す
る
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
は

ま
た
別
の
機
会
に
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
役
割
で
す
が
、
そ

の
役
割
を
与
え
た
り
、
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
る
機
会

を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
保
護
者
の
大
切
な
役
割

で
す
。

　
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
個

性
に
応
じ
、
教
育
を
受
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、
文
化
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機

会
を
つ
く
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
子
ど
も
の
体
験
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
に
接
す
る
こ
と
は
、
感
性

や
体
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
子
ど
も
の

成
長
や
発
達
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。



（9） 平成24年10月15日 No.230むなかたタウンプレス

市立大島へき地保育所
平成25年度の募集

●対象　平成25年４月１日現在、２～６歳の就学前の

幼児で、保護者が大島に在住か通勤する人

●申込方法　平成25年１月７日（月）～同31日（木）まで

　に、印鑑を持参して、大島行政センターで申し込む

■問い合わせ先

▽大島行政センター　☎（72）２２１１

▽子ども育成課幼児教育係　☎（36）１２１４

学びの里

保 
育 
所 

保 
育 
所 

平成25年度保育所の入所受付
〜４月入所の申し込みは11月に〜

保育所名 所在地 電話番号 定員 乳児
保育

障がい児
保育

延長
保育

休日
保育

特定
保育

一時
保育

赤間
保育園

赤間
4-7-1 ☎（32）6246 160 ○ ○ ○

（２時間） ー ー ○

恵愛
保育園

三郎丸
1-11-28 ☎（32）3265 120 ○ ○ ○

（１時間） ー ○ ー

西海
保育園

東郷
4-6-8 ☎（36）8430 180 ○ ○ ○

（１時間） ○ ー ー

日の里東
保育園

日の里
5-3-1 ☎（36）5803 120 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ー

日の里西
保育園

日の里
9-12-1 ☎（37）2078 150 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ○

野ばら
保育園

久原
900-2 ☎（36）0849 100 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ○

野ばら第二
保育園

朝町
707-2 ☎（32）2390 120 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ○

第二赤間
保育園

広陵台
1-8-4 ☎（34）1202 90 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ー

玄海風の子
保育園

江口
916-57 ☎（62）9088 120 ○ ○ ○

（２時間） ー ー ○

平等寺
保育園

平等寺
465-1 ☎（33）2554 100 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ー

ひかり
幼育園

陵厳寺
2-19-1 ☎（33）5301 90 ○ ○ ○

（１時間） ー ー ○

認可保育所一覧

階層区分 定　　　義 ３歳未満児 ３歳以上児

Ａ 生活保護法による被保護者世帯 0円 0円

Ｂ
前年分の所得税額
非課税世帯

前年度市町村民税
非課税世帯 9,000円 6,000円

Ｃ 前年度市町村民税
課税世帯 19,500円 16,500円

Ｄ

前
年
分
の
所
得
税
額
課
税
世
帯

10,000円未満 26,500円 23,500円

10,000円以上～  40,000円未満 30,000円 27,000円

40,000円以上～  71,500円未満 39,660円

（３歳児）
35,630円

（４歳児～）
29,530円

71,500円以上～103,000円未満 44,500円

103,000円以上～413,000円未満 61,000円

413,000円以上～734,000円未満 80,000円

734,000円以上～

（０歳児）
104,000円

（１、２歳児）
81,420円

〈参考〉保育所保育料徴収金基準額表（平成24年度）

＊基準額表は年度ごとに変更。保育料は、税額と子どもの４月１日時点の年齢で決定

保育所とは

保育所に入所するには

多彩な保育事業

病後児保育事業 すくすくくらぶ
　病気の回復期で集団生活が難しく、家庭で保育できない場合、宗像
医師会で一時預かりをしています。
＊事前登録必要

●対象　市内在住の生後３カ月～小学３年生
●利用料金　１日2,500円
＊利用は予約制で、かかりつけ医の連絡票が必要

■問い合わせ先　
▽すくすくくらぶ　☎（37）３５３６
▽子ども育成課幼児教育係　☎（36）１２１４

　保育所は、保護者が昼間、子どもを保育することができな
い場合、保護者に代わって子どもを保育する児童福祉施設で
す。
　保育所の役割は、保護者の協力のもとで家庭養育を補い、
子どもたちの健やかな成長を支援することです。
　保護者のみなさんと保育所が協力し合って、子どもたちの
成長を見守っていきましょう。

　次の全ての条件を満たしていることが必要です。
▽保育所入所を希望している子どもと保護者がいずれも市内

に在住していること
▽保護者や同居している20歳以上60歳未満の祖父母、親族、

同居人の全員が、次の①～⑧のいずれかに該当し、家庭で
子どもを保育できない状況であること

①死亡、行方不明、拘禁など
②震災、風水害、火災などの災害復旧にあたっている
③出産する（産前２カ月、産後３カ月）
④昼間、居宅外で１日４時間以上、１カ月15日以上の労働を

している
⑤疾病や負傷、精神や体に障がいがある
⑥長期間、親族を居宅内外で常時介護、看病している
⑦昼間、居宅内で１日４時間以上、１カ月15日以上子どもと

離れて、日常の家事以外の労働をしている
⑧就学、求職活動、就労のための研修を受けている（求職活

動で入所できるのは１カ月）
＊対象者の中に、１人でも保育をできる人がいる場合は入所

の対象外

＊乳児の入所は原則、生後３カ月以上

　保育所では、保護者のさまざまなニーズに応えるため、通
常保育の他に次のような保育事業を実施しています。
▽延長保育＝午後６時以降延長して保育を実施
▽休日保育＝日曜日や祝日、保育に欠ける児童の保育を実施
▽特定保育＝１カ月64時間以上の保育が必要な、生後３カ月

から就学前までの児童が対象。日時の特定が必要
▽一時保育＝生後３カ月から就学前までの児童が対象。保護

者が短時間勤務、傷病、災害、事故、冠婚葬祭、心理的・
肉体的負担解消などのとき、一時的に保育を実施

　保育所の平成25年４月入所の申込受付を、11月に実施しま
す。平成24年度に引き続き入所を希望する場合も申込が必要
です。申込書に不備があると受け付けできませんので早めの
準備をお願いします。 

●申込書の配布開始日　10月25日（木）
●受付期間　11月１日（木）～同30日（金）
＊土・日曜日、祝日を除く

●受付場所　子ども育成課（市役所西館１階）
■問い合わせ先　子ども育成課幼児教育係　☎（36）１２１４
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■市役所本庁（代表） ☎36－1121
議事調査課 ☎（36）1119
総務課
　　行政係 ☎（36）1272
　　情報化推進係 ☎（36）5444
生活安全課 ☎（36）5050
人事課 ☎（36）5051
秘書課
　　秘書係 ☎（36）0890
　　広報・報道係 ☎（36）1055
市民課
　　市民係 ☎（36）1126
　　国民年金係 ☎（36）1128
経営企画課 ☎（36）1192
定住化推進室 ☎（36）1284
財政課 ☎（36）1104
契約検査室 ☎（36）1161
税務課
　　市民税係 ☎（36）7350
　　固定資産税係 ☎（36）7351
収納課 ☎（36）5392
コミュニティ課 ☎（36）5394
市民活動推進課 ☎（36）1540
人権対策課 ☎（36）1270
男女共同参画推進課 ☎（36）0048
生活環境課 ☎（36）1421
自然環境課 ☎（36）1130

保健福祉政策課 ☎（36）1308
健康づくり課 ☎（36）1187
福祉課
　　保護1・2係 ☎（36）7353
　　障害者福祉係 ☎（36）3135
介護保険課
　　介護保険係 ☎（36）4877
　　介護認定係 ☎（36）5186
地域包括支援センター ☎（36）1285
国保医療課
　　国民健康保険係 ☎（36）1363
　　後期高齢者医療係 ☎（36）1348
都市計画課 ☎（36）1484
建築課 ☎（36）5203
建設課 ☎（36）1577
維持管理課 ☎（36）7471
会計課 ☎（36）1357
子ども育成課 ☎（36）1214
子ども家庭課 ☎（36）1365
教育政策課 ☎（36）5099
学校管理課 ☎（36）1322
監査委員事務局 ☎（36）5093
選挙管理委員会事務局 ☎（36）1375
固定資産評価審査員会事務局 ☎（36）5093
商工観光課 ☎（36）0037
元気な島づくり課
　　推進係 ☎（36）1725

農業振興課 ☎（36）0041
水産振興課 ☎（36）0031
農業委員会事務局 ☎（36）0046
■市役所本庁以外
市民活動交流室 ☎（36）0311
郷土文化学習交流課 ☎（62）2600
世界遺産登録推進室 ☎（62）2617
発達支援センター ☎（36）0224
図書課 ☎（34）2263
消費生活センター ☎（33）5454
下水道課（宗像終末処理場） ☎（36）4136
渡船課 （神湊港ターミナル）　☎（62）3592
元気な島づくり課（大島行政センター） ☎（72）2211
　　元気な島づくり係
　　市民サービス係
大島診療所 ☎（72）2004
■その他の市関係施設など
宗像市民図書館 ☎（37）1321
宗像ユリックス ☎（37）1311
宗像ユリックス・アクアドーム ☎（37）1377
メイトム宗像（市民活動交流館） ☎（36）0202
男女共同参画推進センター「ゆい」 ☎（36）0250
子育て支援センター ☎（37）3741
青少年センター ☎（36）8303
海の道むなかた館（郷土文化学習交流館） ☎（62）2600
うみんぐ大島（大島海洋体験施設） ☎（72）2361

吉武コミュニティ ☎（32）5904
赤間コミュニティ ☎（39）7051
赤間西コミュニティ ☎（38）9506
自由ヶ丘コミュニティ ☎（32）5594
河東コミュニティ ☎（35）1837
南郷コミュニティ ☎（36）3465
東郷コミュニティ ☎（36）7711
日の里コミュニティ ☎（37）1587
玄海コミュニティ ☎（62）1642
池野コミュニティ ☎（62）2003
岬コミュニティ ☎（62）2656
大島コミュニティ ☎（72）2321
市民体育館 ☎（32）1230
玄海B＆G海洋センター ☎（62）2119
大島ふれ愛センター ☎（72）2294
大島渡船ターミナル ☎（72）2535
宗像清掃工場（エコパーク宗像） ☎（62）0505
宗像地区事務組合（多礼浄水場） ☎（62）0975
宗像地区事務組合（宗像営業所） ☎（36）0010
家庭児童相談室 ☎（36）1302
地域職業相談室 ☎（36）1150
シルバー人材センター ☎（33）1151
道の駅むなかた・観光物産館 ☎（62）2715
正助ふるさと村 ☎（35）1100
グローバルアリーナ ☎（33）8400
宗寿園 ☎（33）2761

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

⑮
⑯
⑰
⑱
⑲

⑳

㉑
㉒

㉓

㉔

㉕

㉖
㉗

⑫

⑬

⑭

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

▽メイトム宗像休
み⑬
▽歩こう会・吉武地区「正助
村～平山天満宮～グローバ
ルアリーナ」9：00～⑮

▽（宗寿園）演奏＝岡垣TYK 
OBバンド12：00～㉗

▽（宗寿園）舞踊＝翠秀
流12：00～㉗

▽（宗寿園）舞踊＝愛川
ぼたん12：00～㉗

▽学校の日⑩

▽（宗寿園）囲碁大会
9：30～、剣舞＝鶯國流
剣琳館12：30～㉗

▽家庭の日⑨
▽（グローバルアリ
ーナ）第10回宗像玄海旗争奪
少年剣道大会＊18日まで㉖
▽（グローバルアリーナ）ス
ペシャルオリンピックス
＊18日まで㉖

▽（宗寿園）舞踊＝橘会
12：00～㉗▽宗寿園休み㉗

▽家庭の日⑨
▽ふれあいバス・コミ
ュニティバス運休①
▽自由ヶ丘芸能祭（自由ヶ丘コ
ミセン）9：30～⑱
▽秋季文化祭（東郷コミセン）
9：00～⑳
▽歩こう会・池野地区「池野…歴
史とよかとこめぐり」9：00～㉒
▽宗像市秋季バドミントン大会
（市民体育館）9：00～㉓
▽宗寿園休み㉗

▽コミュニティ親善
交流お手玉大会
（市民体育館）9：30～③

▽宗寿園休み㉗

2012 CALENDAR
カレンダー
＊日時や場所などが変更になる場合がありますので、ご了承ください
＊宗像ユリックスの行事は１日号のユリックスサラダを見てください

人口 96,194 世帯 39,461
男 45,594 女 50,600
（９月中の異動数）
転入 251 転出 279
出生 66 死亡 67

●人のうごき（９月末日現在）●②

▼
各行事のあとの赤
色の数字は、問い
合わせ先です。
下のテレコールの
赤色の数字のとこ
ろで確認を。

■資源物受入日
●北側（エコパーク宗像内）

●西側（ゆ～ゆ～プール横）

④

▼土・日曜日　9:00～17:00

▼土・日曜日　9:00～17:00
▼水 曜 日　9:00～19:00

N o v e m b e r

▽市民図書館
休み（月末整
理日）⑭

▽メイトム宗像休み⑬
▽ふれあいバス・コミュニ
ティバス運休①
▽コミュニティ親善交流グラウンドゴル
フ大会（ふれあいの森）9：00～③
▽河東地区みんなのまつり10：00～⑲
▽歩こう会・玄海地区「石鎚神社と宗像
大社菊花展」9：30～㉑
▽市民スポーツまつり第33回クラブ対抗
テニス大会（宗像ユリックス）9：00～㉓
▽第20回宗像市中学生バスケットボー
ル大会（市民体育館）9：00～㉓
▽（グローバルアリーナ）新米と旬野
菜フェア10：00～㉖
▽宗寿園休み㉗

▽市サッカーフェ
スティバル（ふれあ
いの森総合公園）9：00～
＊25日まで㉓

▽（宗寿園）合唱＝福岡楠声
会12：00～㉗

●日・祝日●
　　 9：00～16：30

宗像地区歯科
休日急患センター
　　　　　 　　　　 （田熊）
☎（34）8080●平　日●　19：30～翌朝6：00

●土曜日●　18：00～翌朝9：00
●日・祝日●　  9：00～翌朝6：00

宗像地区急患センター （田熊）
☎（36）1199

休日小児科・内科 休日歯科

●毎日● 19：00～翌朝7：00
●短縮＝＃8000
●専用＝

病気、けが、薬、応急処置など

＊電話がダイヤル回線の人は
　専用電話番号を利用してください

☎092（725）2540（福岡）　
☎093（662）6700（北九州）

県小児救急
医療電話相談

午前9時～午後5時11月の休日外科当番医
 3 日（土・祝） そえだ医院（池田） ☎（62）3231
 4 日（日） 宗像久能病院（三郎丸） ☎（32）0315
11日（日） 渡邉整形外科医院（稲元） ☎（32）2600
18日（日） 日の里クリニック（日の里） ☎（36）5511
23日（金・祝） 山本整形外科医院（くりえいと） ☎（33）8180
25日（日） 荒牧整形外科医院（福津市） ☎（34）3355

▽第５期後期
高齢者医療保
険料⑧・介護保険料⑥、
第６期国民健康保険税
⑦の納期限

▽（宗寿園）ビンゴゲー
ム大会12：30～㉗

④

▽７日（水）／赤間西コミセン

▽15日（木）／自由ヶ丘コミセン

▽27日（火）／岬コミセン

＊時間は12ページを参照してください

生ごみ堆肥化講座

【フォロー講座】

11月

▽第２回市協
会ゲートボー
ル大会（中央公園）
9：00～㉓

▽（シルバー
人 材 センタ
ー）入会説明会
13：30～㉕

▽（宗寿園）舞踊＝藤間
波奈敬千12：00～㉗

㉔

吉田・多礼ダム
97.6％
（９月末日現在）

＊40％を下回った場合、給水制限を
　検討します

水は大切に使いましょう

ダムの貯水率
▽道の駅むな
かた（物産館、
食堂）休み⑪

壁
に
張
って
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽（シルバー
人 材 センタ
ー）入会説明会
13：30～㉕

▽食育の日⑤ ▽自由ヶ丘作
品展（自由ヶ丘
コミセン）
9：30～＊24日まで⑱
▽（グローバルアリーナ）
2012サニックスCUP新
体操国際団体選手権
＊24日まで㉖
▽（宗寿園）将棋大会＝
9：30～、カラオケ＝松原
教室発表会10：45～㉗

▽歩こう会・赤間地区
「釣川上流と八所宮」
9：30～⑯
▽赤間西コミュニティまつり（赤間西
コミセン）10：00～＊11日まで⑰
▽玄海文化まつり（玄海コミセン）
9：30～＊11日まで㉑
▽第２回体協主催市長杯グラウン
ドゴルフ大会（ふれあいの森総合
公園）9：00～㉓
▽（宗寿園）フラダンス＝レアレア
タヒチ＆フラ13：00～㉗

▽（宗寿園）舞踊＝藤間
秀喜代12：00～㉗

▽保育所12月
入所締切日⑨

▽（宗寿園）舞踊＝大滝
昇12：00～㉗

▽歩こう会・
東郷地区「宗
像大社菊花展鑑賞と鎮
国寺」8：45～⑳

放射線量
測定結果
10月1日測定

①

市役所 0.079
赤間コミセン 0.063
道の駅むなかた 0.074

（単位：μSv／h）

▽農業委員会
定例総会（市
役所北館・202会議室）
15：00～⑫
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市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が
「
第
２
次
宗
像

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
に

対
し
、
市
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を
審
議
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
意
見
書
を
９
月
７
日
、
谷
井

博
美
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
で
は
、
同
プ

ラ
ン
の
基
本
目
標

Ⅰ
〜
Ⅳ
の
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て

市
へ
提
言
。
市
で

は
今
後
、
同
懇
話

会
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

男女共同参画

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

◆
基
本
目
標
Ⅰ

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
成
果

を
生
か
し
た
上
で
、
さ
ら

に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
一
層
の
配
慮
を
加
え
て
事

業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
例
え
ば
、
介
護
事
業
は
、

従
来
、
家
庭
で
女
性
が
担
う

こ
と
が
多
か
っ
た
介
護
を
社

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
課
が
実
施
し
て

い
る
講
演
会
や
講
座
に
つ
い

て
も
、
男
性
の
参
加
が
少
な

い
た
め
、
男
性
の
参
加
促
進

に
つ
な
が
る
工
夫
が
大
切
で

す
。

◆
基
本
目
標
Ⅱ

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
防
災
対
策
の

見
直
し
を
実
施
し
、
条
例
を

改
正
し
、
防
災
会
議
の
女
性

委
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
女

性
の
積
極
的
な
登
用
を
進
め

た
こ
と
に
つ
い
て
高
く
評
価

し
ま
す
。

　
ま
た
、「
あ
ら
ゆ
る
暴
力

根
絶
の
た
め
の
対
策
と
推

進
」
の
施
策
で
、
教
育
政
策

課
が
実
施
し
た
、
教
職
員
な

ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
は
じ
め
、
全
般
的

に
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
高
く
評
価
し
ま
す
。
今
後

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
研

修
や
事
業
実
施
に
役
立
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
基
本
目
標
Ⅲ

　
ど
の
施
策
も
お
お
む
ね
目

標
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
中
に
は
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
が
明
確
で
な
い

事
業
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

プ
ラ
ン
で
は
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
意
識
し
た
事
業
展

開
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
再
度
、
プ
ラ
ン

の
趣
旨
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
意
識
し
て
事
業
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
第
2
次
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
は
平
成
23
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
①
男
女
共
同
参

画
の
視
点
を
明
確
に
す
る
②

具
体
的
な
事
業
目
標
を
設
定

し
て
事
業
展
開
を
図
る
③
課

題
や
今
後
の
取
り
組
み
を
整

理
し
自
己
評
価
を
実
施
す
る

と
い
う
、
新
た
な
考
え
方
の

も
と
で
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
基

本
的
な
考
え
方
の
理
解
が
深

ま
り
つ
つ
、
目
標
達
成
に
向

け
て
努
力
す
る
姿
勢
が
見
受

◆
基
本
目
標
Ⅰ

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
の
確
立
に
向
け
た
社

会
づ
く
り

　
男
女
が
共
に
、ワ
ー
ク（
仕

事
）
と
ラ
イ
フ
（
家
庭
生
活
、

学
習
、
趣
味
、
地
域
活
動
な

ど
）
の
調
和
の
と
れ
た
生
活

を
実
現
し
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社

会
環
境
整
備
や
一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
も
必
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思

で
多
様
な
選
択
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
子
育
て
や
介
護
な

ど
の
支
援
制
度
を
充
実
す
る

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp

市役所本館
１階・相談室
（101会議室横）

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

～

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業あっ
せんはしていません 男女共同参画

推進センター
「ゆい」

毎月
第３水曜日

10：00

～

12：00

③法律相談　＊要予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く問
題の相談を受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

～

16：00

②③の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
所

へ
の
意
識
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。

◆
基
本
目
標
Ⅱ

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

　
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
生
涯
を
通
じ
て
健

康
で
安
全
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く

し
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

本
の
紹
介

　
恋
愛
考
察
エ
ッ
セ
イ
。

恋
愛
を
テ
ー
マ
に
男
性

の
気
持
ち
、
女
性
の
気

持
ち
の
両
方
が
詰
ま
っ

た
一
冊
で
す
。

　｢

働
く
女
性
の
希
望
の

星｣

か
ら
一
転
、
逮
捕
・

１
６
４
日
間
の
勾
留
。
55

年
の
半
生
を
振
り
返
り
な

が
ら
語
ら
れ
る
言
葉
は
、

す
べ
て
の
人
の
心
を
揺
さ

ぶ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

異
性

�

角
田
光
代
、
穂
村
弘
／
河
出
書
房
新
社

あ
き
ら
め
な
い

　

働
く
あ
な
た
に
贈
る
真
実
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

村
木
厚
子
／
日
経
Ｂ
Ｐ
社

男女共同参画推進懇話会が意見書を提出
一人ひとりが個性と能力を発揮できる社会を目指して

基
本
目
標
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
取
り
組
み

意
見
書
の
内
容
（
総
括
）

基
本
目
標
Ⅰ
〜
Ⅳ
に
対
す
る
意
見

◆
基
本
目
標
Ⅲ

　
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
社

会
づ
く
り

　｢

男
性
は
仕
事
、
女
性
は

家
庭｣

と
い
う
性
別
で
の
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と

ら
わ
れ
ず
、
市
民
一
人
ひ
と

り
に
男
女
共
同
参
画
意
識
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
、
幅
広
く

効
果
的
な
意
識
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
基
本
目
標
Ⅳ

　

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

男
女
が
と
も
に
参
画
で
き

る
社
会
づ
く
り

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思

で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う

に
、
女
性
も
男
性
も
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

会
化
し
、
女
性
の
就
労
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。
ま
た
、

介
護
相
談
事
業
で
は
、
今
後

さ
ら
に
、
男
性
も
気
軽
に
相

談
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

男
性
の
介
護
参
画
へ
の
意
識

啓
発
や
、
男
性
が
介
護
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支

援
体
制
を
整
え
て
い
く
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
る

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
す
る
に
は
、｢

男
性

は
仕
事
、
女
性
は
家
庭｣

と

い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
を
解
消
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
で
の
制
度
や

慣
習
、
慣
行
に
つ
い
て
調
査

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
さ
ら
に
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
技
術
革
新
に
伴
い
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
影
響
も
増
大

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
被
害
を
受
け

る
可
能
性
も
あ
り
、
メ
デ
ィ

ア
に
対
す
る
知
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み

や
啓
発
活
動
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

＊
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

と
は
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発

信
さ
れ
る
情
報
を
正
し
く

読
み
解
く
力

◆
基
本
目
標
Ⅳ

　
ど
の
施
策
も
、
お
お
む
ね

目
標
を
達
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
に
は
取
り

組
み
に
苦
慮
し
て
い
る
事
業

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
事
業
所
へ
の
啓
発
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
署
と
連
携
し
、
効
果

的
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
審
議

会
や
地
域
の
役
職
へ
の
女
性

参
画
促
進
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
地
域
へ
の
働
き
か

け
や
審
議
会
な
ど
の
構
成
員

の
見
直
し
の
検
討
が
必
要
で

す
。

け
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
評

価
で
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
関
係
各
課
で
、

目
標
の
ハ
ー
ド
ル
を
少
し
ず

つ
高
め
て
い
き
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を
意
識
し
た
事

業
展
開
を
図
る
た
め
、
事
業

の
目
的
や
ね
ら
い
を
明
ら
か

に
し
、
さ
ら
な
る
工
夫
や
改

善
を
実
施
し
て
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
努
め
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

同会会長の喜多加実代さんから
意見書を受け取る谷井市長（右）
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　宗像子育てネットワークこねっとが、「子育
て・教育関連用品」を「もとめている人」と
無料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　９月30日現在、次の用品を「もとめている
人」がいます。

■利用方法　①住所②氏名③電話番号④用品名を明記して、宗像
子育てネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像館内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１
▽メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊上記の「用品をゆずる人」は、☎080（4317）2524での申込可。た
だし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

　市では、レジ袋を削減するため、市内スーパーなどの事業者や市民の会と
「宗像市レジ袋削減懇談会｣ を結成。平成25年３月末までにマイバッグ持参
率を50％以上にする協定を結び、低炭素化社会、循環型社会の構築を目指
しています。平成23年度に協定を締結した８事業所のマイバッグ持参率は
平均で53.7％となりました。主な取組内容は、繰り返し使用できるマイバッ
グの提供・販売やレジ袋を辞退したお客様への特典提供です。下表は、懇談
会参加店の特典の一覧です。
＊レジ袋削減懇談会への参加を随時受け付けています
●マイバッグを使用すると次のような利点があります
▽ごみの減量
▽レジ袋製造過程と焼却過程に排出される二酸化炭素を削減
▽二酸化炭素を削減することで、地球温暖化防止
▽特典をもらってお得に買い物ができる
●マイバッグを持参して気持ち良く買い物をするために次のマナーを守りま
　しょう
▽マイバッグは折りたたんだまま、買い物をしましょう
▽商品はお店のカゴにいれましょう
▽マイバッグを開くのはレジを通ってから
　また、マイバッグ持参をさらに推進するため、実際にマイバッグを使って
いる人や、事業者の声を紹介します。
� ■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

●浄徳寺幼稚園制服・体操服（夏・冬用）
（男・女児110〜120）●抱っこひも●

チャイルドシート●ジュニアシート●子ども用イス●ネッ
ト●ベビーベッド●二段ベッド●ゲート●階段用ゲート●
ストーブガード●剣道着（120〜130）●図鑑（乗り物・動
物）●日の里幼稚園制服・体操服（100〜120）●プレイマッ
ト●乳児用おもちゃ●衣類（男児80〜90）●帽子（男児）
●ハイローチェア●バウンサー●赤間くるみ幼稚園（男・
女児90〜110）

　
市
で
は
、「
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
る
住
民
の
連
合
会
・
宗

像
」
と
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
生
ご
み
処
理
機
器
各

種
の
使
用
方
法
を
紹
介
す
る

「
本
講
座
」
と
、
実
践
後
の

疑
問
な
ど
に
答
え
る
「
フ
ォ

ロ
ー
講
座
」
を
開
催
。
受
講

無
料
。
す
で
に
実
践
し
て
い

る
人
も
受
講
可
能
で
す
。

　
本
講
座
を
受
講
す
る
と
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
年

間
１
世
帯
１
基
限
り
、
フ
ォ

ロ
ー
講
座
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

し
）
数
に
限
り
あ
り
。
ど
こ

の
地
区
で
も
受
講
可
能
。
日

程
な
ど
は
随
時
、
市
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
受
講
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
事
前
申
込
必
要

＊
各
講
座
に
定
員
あ
り

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

場
合
、
生
活
環
境
課
窓
口

（
市
役
所
西
館
２
階
）
で

引
き
取
り
ま
す

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

と
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の

生ごみ
堆肥化講座

フ
ォ
ロ
ー
講
座
開
催

フ
ォ
ロ
ー
講
座
開
催催

講
座

催

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

　
　
　

 　

疑
問
に
答
え
ま
す

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

　
　
　

 　

疑
問
に
答
え
ま
す

日　程 時　間 場所・申込先（月曜日は休み）

フォロー
講座

11月�７日（水）
10:00〜
11:30

赤間西コミセン ☎（38）9506

11月15日（木） 自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

11月27日（火） 岬コミセン ☎（62）2656

中
に
、
も
み
殻
く
ん
炭
と

コ
コ
ナ
ツ
ピ
ー
ト
を
入
れ

微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を

分
解
し
、
堆
肥
化
す
る
も

の
で
す

海岸を散歩しながらごみ拾いをしてみませんか

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の８月まで
の清掃状況を紹介します。
【８月】▽参加人数＝61人 ▽収 集 量＝１３８袋
【累計】▽参加人数＝８,３８７人 ▽収 集 量＝１万９,３６１袋
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】
▽釣川河口両側海岸
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

▽深浜海岸
＊活動は、毎月第４日曜日11：00から約１時間（雨天中止）

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

事業所名 レジ袋辞退時の特典 宣伝 バッグ
貸出

エフコープ
生活協同組合 １ポイント加算

▽店内放送（定期的）
▽レジでの案内
▽トートバッグ（買物袋）の販売

○

(株)ハローデイ
宗像店

１回の買い物につき
２円引き

▽毎週第２・４日曜はポイント３倍
▽毎週火曜はポイント３倍
▽誕生日月はポイント２倍
▽商品ごとにまる得ポイント多数

○

(株)イズミ
ゆめタウン宗像

ゆめカード値引積立額
３円プレゼント

▽毎月１日、20日はゆめタウンデー
でポイント５倍
▽毎週15日は15（イチゴ）市でポイ
ント５倍

ー

グリーンコープ
生活協同組合
ふくおか

なし ▽店内アナウンス、年２回チラシ
▽お買い物精算時にお知らせ ー

(合)西友サニー
森林都市店 なし ▽毎月５日、20日はセゾンデーでセ

ゾンカード利用の場合５％オフ ○

(合)西友サニー
日の里店 なし ▽毎月５日、20日はセゾンデーでセ

ゾンカード利用の場合５％オフ ○

むなかた物産市
オアシス

▽マイバッグ持参で１
回３ポイント加算

▽100円お買い上げご
とに１ポイント加算

▽200ポイントたまる
と特典あり

▽オアシス横にうまか牧場、和菓子
屋がオープンします

▽雨天時、日曜日、祝日はポイント２
倍

○

(株)サンリブ
くりえいと宗像 なし

▽毎月10日、25日は、くらしらく
カードの日で、カードの利用・提示
の場合５％オフ

ー

ほたるの里

▽500円お買い上げご
とに１ポイント加算

▽50ポイントためると
500円分のお買物券
として使用可

▽新鮮な野菜、果物、肉、魚、加工品を
販売 ー

かのこの里

▽１回３ポイント加算
▽500ポイントたまる
と500円分のお買物
券発行

▽地元産の、新鮮で安くておいしい
野菜、果物、漬物、惣菜が人気 ー

スーパーセンター
トライアル宗像店

▽ポイントカードに１
回３ポイント加算

▽ずっと、ず〜っと低価格
▽毎週金曜日はポイント３倍デー ー

●サンリブくりえいと宗像店副店長・河野博之さん
　サンリブでは、全従業員にマイバッグを配布して、
マイバッグ運動を実施。また、店内でもマイバッグ
推奨ポップの掲示、マイバッグ使用のお客様へは「ご
協力ありがとうございます」と声を掛けるようにし
ています。一定の効果はあったものの、大幅なレジ
袋の削減にはつながっていません。一企業ではなく、
地域一体となって取り組みたいと私自身考えていま
す。

を持って

買い物に行こう
マ イバッグ

第6回

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１
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がんばれブルース！
一緒にブルースの応援に行きませんか

　市では、県内のブルースの試合を応援しに行く「ブルース応援の会」を企
画します。みんなで一緒にブルースを応援しましょう。
●日　　時　10月27日（土）14：00キックオフ
●場　　所　レベルファイブスタジアム（福岡市博多区東平尾公園2-1-1）
●対戦相手　サントリーサンゴリアス
●集合・出発　宗像市役所正面玄関前に集合、12：00出発
●参 加 費　無料　＊観戦チケット（一般自由席）付き
●定　　員　先着50人
●申込方法　10月22日（月）必着で、参加者全員の①住所②氏名③年齢④電
話番号を明記して、市民活動推進課へ次のいずれかの方法で申し込む
　▽ FAX（36）０２７０　▽メール katudou@city.munakata.fukuoka.jp

古賀選手、史上12人目となるリーグ戦
100試合出場達成

　ジャパンラグビートップリーグ今季の第２節、近鉄ライナーズ戦が９月８
日に開催され、古賀龍二選手が史上12人目となるジャパンラグビートップ
リーグ、リーグ戦通算100試合出場を達成しました。ブルースとしては、初
の100試合出場達成となり
ました。
【古賀選手のコメント】
　100試合出場を達成でき
たのは、チームメイトやス
タッフ、今までブルースで
プレイしたOBやチームに
関わってきたみなさん、会
社のみなさんのおかげです。
会場に応援に来てくれた地
元のファンのみなさんにも祝福してもらい、とてもありがたいです。また、
ラグビーに集中できる環境をつくってくれた妻には、とても感謝しています。
息子も将来はラグビー選手になりたいと言っているので、息子に今日の姿を
見せることができて幸せです。今後も、１試合でも多く試合に出たいと思っ
ています。これからもブルースの応援をよろしくお願いします。

■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

呼吸筋のストレッチ
　みなさんは呼吸筋について知っていますか？

●呼吸筋とは
　呼吸活動に必要な筋肉の総称

●呼吸筋の種類
　横隔膜、肋間筋（内・外）、腹直筋、腹横筋など

●呼吸筋の働きとは
　呼吸時に呼吸筋が伸び縮みすることで、肺の働きを助けます。呼吸運動には欠
かせない役割を持っています
＊呼吸筋は筋力の低下や緊張、前傾姿勢などの要因で収縮障がいを引き起こしや
すいといわれています

●収縮障害を引き起こすと
　呼吸筋本来の伸び縮みができず、十分な呼吸運動ができません。そのため息苦
しさを感じるといわれています

　そこで今回は、呼吸筋の緊張をほぐし、感覚を高めるストレッチを紹介します。

●呼吸筋ストレッチ
①椅子に座り肩幅にタオルを持ちます。ゆっく
り息を吸い込みます（写真①）
②ゆっくりと息を吐きながら両手を上げます（写
真②）
③息を吐ききったら写真①の姿勢に戻ります
●ポイント
▽２セット程度実施
▽タオルを引き合いながら実施
▽姿勢はまっすぐに
＊写真③は、寝た状態で背伸びをし、呼吸筋の
ストレッチをしています。自分に合ったやり
方で実施しましょう
＊呼吸筋ストレッチのため、通常のストレッチ
と異なり呼吸法が逆になっています。注意し
てください

■問い合わせ先　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

福岡サニックスブルースは宗像市を本拠地とする
トップレベルのラグビーチームです

１ ２

３

　
市
が
す
す
め
る
中
心
商
業

地
な
ど
の
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
宗
像

が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
あ
な

た
の
仮
装
セ
ン
ス
を
披
露
し

ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
参
加

無
料
。

●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
～

＊
小
雨
決
行

●
場
所
　
く
り
え
い
と
宗
像

＊
受
付
は
、
イ
ベ
ン
ト
本
部

（
楽
市
楽
座
く
り
え
い
と

宗
像
店
前
の
駐
車
場
内
）

●
内
容

▽
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回

る
と
、「
く
り
え
い
と
宗

像
お
買
い
物
券
」
や
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
そ
の
他
、
く
り
え
い
と
宗

像
協
賛
店
舗
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り

▽
仮
装
写
真
撮
影

＊
記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
参
加
者
限
定
ゲ
ー
ム
イ
ベ

ン
ト
で
豪
華
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

▽
す
て
き
な
仮
装
を
し
た
人

に
は
、
表
彰
式
で
豪
華
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
歩

い
て
回
り
ま
す

の
で
、
歩
き
や

す
い
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

（
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
は
距
離

や
安
全
を
考
慮

し
、
大
人
用
、

子
ど
も
用
あ
り
）

●
参
加
要
件
　「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
仮

装
を
し
て
く
だ
さ
い

＊
事
前
申
込
不
要
（
当
日
受

付
あ
り
。
受
付
時
間
は
午

前
��
時
〜
午
後
１
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
宗
像 

 

☎
（
38
）
９
１
０
２

か
わ
い
く 

楽
し
く 

仮
装
し
て

 

く
り
え
い
と
に
集
ま
れ

く
り
え
い
と
宗
像
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

（ｇ/人・日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485 480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度 495575 512

400

450

500

550

600

510

買い物時のごみ減量
　コンビニなどで買い物をしたときにもらう割りばし、ストロー、ス
プーンなど、家で食べる場合は「いりません」と断りましょう。
　寿司のしょうゆやファーストフードで
もらうケチャップ、紙ナプキン、使い捨
ての紙の手ふきなども、もらわないよう
にしましょう。
■問い合わせ先
　生活環境課　☎（36）１４２１

家庭の燃やすごみ量の推移
（１人１日当たりのごみ量）

11月からごみの
収集開始時間が変わります

●期間　11月１日（木）〜平成25年２月28日（木）
●時間　午前６時30分→午前７時30分に変更
　家庭の燃やすごみの収集開始時間｢午前６時30分｣を｢午前
７時30分｣に変更します（大島地区を除く）。
　道路の交通状況やごみ量によって収集時間が変わること
もあります。
　みなさんの理解と協力をお願いします。

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

100試合出場を達成した
古賀選手（手前中央）

子どもも
！

大人も！



No.230 むなかたタウンプレス 平成24年10月15日 （14）お知らせ

　
池
野
地
区
と
岬
地
区
の
両

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

が
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
、
イ
ベ

ン
ト
用
品
を
購
入
し
ま
し

た
。
同
事
業
は
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
し

て
、
地
域
活
動
の
健
全
な
発

展
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
購
入
し
た
備
品
は
両
地
区

の
夏
祭
り
で
早
速
、
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

《
池
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
》

　「
大
き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
と

バ
ル
ー
ン
照
明
の
お
か
げ

で
、
明
る
く
迫
力
の
あ
る
ス

テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
購

入
し
た
機
械
で
作
っ
た
綿
菓

子
と
か
き
氷
に
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
。
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と

同
協
議
会
会
長
の
早
川

正
史
さ
ん
。

　
他
に
も
、
室
内
イ
ベ

ン
ト
用
の
ス
テ
ー
ジ
や

音
響
機
器
な
ど
を
購
入

し
、
10
月
27
日
（
土
）

に
は
オ
カ
リ
ナ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
同
協
議
会
事
務
局
長
の

樋
口
征
次
さ
ん
は
「
こ
れ

ら
の
備
品
を
活
用
し
、
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。
ま
た
、
バ

ル
ー
ン
照
明
な
ど
は
災
害

時
で
の
活
用
が
期
待
で
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
議
会

�

☎
（
62
）
２
０
０
３

《
岬
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
》

　
同
協
議
会
事
務
局
長
の
宗

岡
勝
彦
さ
ん
は
「
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
の
仮
装
大
会
の
表
彰

で
、
今
ま
で
は
ス
テ
ー
ジ
が

小
さ
か
っ
た
た
め
代
表
者
だ

け
の
紹
介
が
限
界
で
し
た

が
、
今
回
は
購
入
し
た
ア
ル

ミ
ス
テ
ー
ジ
を
使
用
し
た
の

で
、
受
賞
者
全
員
を
、
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
祭
り
の
充
実
だ
け

で
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
を
活
用

し
た
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
開

催
な
ど
、
岬
地
区
の
地
域
活

動
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
議
会

�

☎
（
62
）
２
６
５
６

大
人
気
だ
っ
た
か
き
氷

仮
装
大
会
表
彰
の
様
子

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
講
座

市
　
か
　
ら

　
市
で
は
、「
む
な
か
た
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
ね
っ
と
」
と
共
催
で

公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
無
料
。

●
日
時
　
10
月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

２
０
２
会
議
室

●
内
容
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
基
本
的
な
使
い
方
と
活

用
事
例

第
16
回
ア
ス
テ
ィ
祭
＆

日
赤
看
護
大「
遥
碧
祭
」

　
市
で
は
、
む
な
か
た
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
「
ア
ス
テ
ィ

21
」に
立
地
し
て
い
る
企
業
、

大
学
と
共
催
で
ア
ス
テ
ィ
祭

を
開
催
。景
品
が
当
た
る「
○

×
ク
イ
ズ
」
や
毎
年
大
好
評

の
寄
せ
植
え
の
実
演
販
売
な

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
で
す
。

　
当
日
は
、
日
本
赤
十
字
九

州
国
際
看
護
大
学
（
日
赤
看

護
大
）
の
大
学
祭
「
遥
碧
祭

（
よ
う
へ
き
さ
い
）」
も
同
時

開
催
。

●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分
●
場
所
　
日
赤
看
護
大
（
ア

ス
テ
ィ
）

●
内
容

▽
「
○
×
」
ク
イ
ズ

▽
花
苗
販
売
、
寄
せ
植
え
実

演
販
売

▽
お
菓
子
つ
か
み
取
り

▽
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

縦
走
登
山
イ
ベ
ン
ト

市
職
員
の
人
事
異
動

　
四
塚
連
山
の
縦
走
路
は
昭

和
37
年
４
月
に
開
通
し
、
今

年
で
開
通
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

「
縦
走
登
山
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・

祝
）午
前
８
時
30
分
受
付
、

同
９
時
開
会
式

＊
荒
天
時
は
11
月
25
日（
日
）

に
延
期

●
集
合
場
所
　
湯
川
山
・
山
頂

＊
午
前
７
時
に
赤
間
駅
北
口

を
出
発
す
る
、
湯
川
山
・

登
山
口
（
上
八
バ
ス
停
付

近
）
ま
で
の
無
料
バ
ス
を

運
行

●
コ
ー
ス
　
湯
川
山
→
孔
大

寺
（
こ
だ
い
し
）
山
→
金

山
→
城
山
・
福
岡
教
育
大

側
登
山
口
（
約
12
キ
ロ
）

＊
所
要
時
間
は
約
６
時
間

●
対
象
　
登
山
愛
好
家
（
四

塚
連
山
の
縦
走
は
ハ
ー
ド

な
コ
ー
ス
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
登
山
を
し
て
い
る
人

に
限
り
ま
す
）

●
定
員
　
先
着
２
０
０
人

●
参
加
費
　
無
料

●
そ
の
他
　
イ
ベ
ン
ト
中
の

事
故
に
関
し
て
は
、
主
催

者
が
掛
け
る
保
険
の
範
囲

内
で
対
応

■
申
込
方
法
　
10
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
へ
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
36
）
０
０
３
７

▽
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

固
定
電
話
番
号
⑤
携
帯
電

話
番
号
を
明
記
し
て
FAX

（
36
）
０
３
２
０

▽
メールsyoukou@

city.m
u 

nakata.fukuoka.jp

▽
骨
密
度
測
定

▽
健
康
相
談
な
ど

●
そ
の
他
　
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
。
赤
間
駅
南

口
発
午
前
９
時
40
分

＊
以
降
、
午
後
１
時
40
分
を

除
い
て
毎
時
40
分
に
発
車

＊
最
終
便
は
午
後
３
時
40
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　
定
住
化
推
進
室

�

☎
（
36
）
１
２
８
４

許斐山から望む四塚連山
（左から湯川山、孔大寺山、金山、城山）

●
定
員
　
先
着
50
人

●
託
児
　
無
料

＊
託
児
は
10
月
1�
日
（
木
）

午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
む

■
申
込
方
法
　
10
月
24
日（
水
）

午
後
５
時
ま
で
に
、
定
住
化

推
進
室
へ
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
36
）
１
２
８
４

▽
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
を
明
記
し
て

　
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メールteijyu@

city.m
una 

kata.fukuoka.jp

宝
く
じ
の
収
益
を

宝
く
じ
の
収
益
を

地
域
活
動
の
発
展
に
活
用

地
域
活
動
の
発
展
に
活
用

宝
く
じ
の
収
益
を

地
域
活
動
の
発
展
に
活
用

夏
祭
り
で
大
活
躍

　本年度で100歳
を迎える乗次（の
りつぐ）キミ子さ
ん（南郷）を９月
18日、谷井博美
市長がお祝いに訪
問しました。
　キミ子さんは、
1913（ 大 正 ２）
年 ２ 月 ６ 日 生 ま
れ。現在は、長男
の篤さん（73歳）夫婦と一緒に暮らしています。
　谷井市長が「本日はおめでとうございます。とても元気ですね。
元気の源は何ですか？」と尋ねると、キミ子さんは「周りの人に
支えてもらっていること。とてもありがたい。特に息子夫婦には
感謝しています。近所のみなさんもとても親切にしてくれます」
とうれしそうに話してくれました。
　「母は、耳が遠いですが、とても元気。食事は私たちよりも食べ、
毎日きちんと３食とっています」と篤さん。谷井市長が好きな食
べ物を尋ねると、キミ子さんは「何でも食べます。偏食せんで食
べますけん」と元気に答えました。谷井市長は「好き嫌いがない
のも元気の秘けつかもしれませんね。ぜひあやかりたい」と話し
ました。
　谷井市長が帰る時は、外まで見送りに出るほど元気なキミ子さ
ん。いつまでも元気でいてください。
■問い合わせ先　保健福祉政策課　☎（36）１３０８

おめでとう
ございます100歳

長  寿

市内では、平成24年度に100歳を迎える人は、16人。新100歳を含め、106歳を筆頭に56人。
99歳（白寿）は32人、88歳（米寿）は373人です。
＊この番付には公表承諾者のみを掲載しています

竹下　キサさん
（自由ヶ丘） 明治39年  8月生

〈106歳〉

林　チヤさん
（赤間） 明治40年12月生

〈104歳〉

（玄海） 明治42年  1月生

〈103歳〉

古野　シモさん
（河東） 明治42年10月生

〈102歳〉

吉武　シズ子さん
（東郷） 明治40年11月生

〈104歳〉

〈104歳〉

本間　マサさん
（河東） 明治42年  1月生

瓜生　實さん
（赤間西） 明治42年  3月生

（河東） 明治41年  2月生

〈103歳〉

〈103歳〉

中村　守さん
（大島） 明治41年10月生

〈103歳〉

（番付内容は９月１日現在、満年齢）

川嶋　美代さん
（東郷） 明治43年10月生

〈101歳〉

谷井市長と元気に話をする乗次さん（左）

　
10
月
１
日
付
け
市
職
員
の

人
事
異
動
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
掲
載
は
課
長
級
以
上
で
、

カ
ッ
コ
内
は
前
任
を
表
記

し
て
い
ま
す

【
課
長
級
】

▽
市
民
協
働
・
環
境
部
郷
土

文
化
学
習
交
流
課
参
事
・

衣
笠
哲
哉
（
経
営
企
画
部

経
営
企
画
課
主
幹
兼
行
政

評
価
係
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
課

　
☎
（
36
）
５
０
５
１
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豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（15〜17ページ）

　
海
の
道
む
な
か
た
館
で

は
、
夏
休
み
期
間
中
、
む
な

か
た
館
ク
イ
ズ
や
工
作
教
室

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
通
常
、
土
・
日
曜
日
に
日

替
わ
り
で
開
催
し

て
い
る
「
火
お
こ

し
」や「
勾
玉（
ま

が
た
ま
）
作
り
」

な
ど
の
体
験
学
習

に
加
え
、
夏
休
み

だ
け
の
特
別
企
画

と
し
て
、
太
陽
電

池
を
使
っ
た
工
作

や
リ
モ
コ
ン
で
動

く
ロ
ボ
ッ
ト
工

作
、「
火
お
こ
し

道
具
（
舞
き
り
）」

な
ど
、
古
代
の
道
具
作
り
も

開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
モ
ノ
づ
く
り
教
室
」
の

「
風
船
自
動
車
づ
く
り
」
な

ど
、
い
ず
れ
の
催
し
も
人
気

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
４
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
、
予
想
を
は
る
か
に

上
回
る
来
館
が
あ
り
、
８
月

23
日
に
は
５
万
人
を
達
成
。

５
万
人
目
の
来
場
者
は
、
河

東
小
学
校
６
年
の
牟
田
千
秋

さ
ん
（
11
歳
）
と
母
親
の
陽

子
さ
ん
（
38
歳
）
で
す
。

　
千
秋
さ
ん
が
同
館
に
来
た

の
は
２
回
目
で
、
夏
休
み
の

社
会
の
宿
題
で
「
く
ら
し
の

新
聞
」を
書
く
た
め
に
来
館
。

縄
文
時
代
の

こ
と
を
書
く

そ
う
で
す
。

　
陽
子
さ
ん

は
、
初
め
て

の
来
館
。「
改

装
前
に
来
た

こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、

立
派
な
施
設

トヨタ自動車九州の「モノづくり教室」

入館５万人目の牟田さん親子

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
上
が
っ
た

夏
休
み
の「
海
の
道
む
な
か
た
館
」

来
館
５
万
人
も
達
成

に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
に
開
催
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
工
作
で
は
、
ロ
ボ

カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
大
会

に
出
場
し
た
宗
像
高
校
の
電

気
物
理
部
か
ら
、
部
員
３
人

が
工
作
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
応
援
に
来
て
く
れ
ま

　吹奏楽部は、７月に開催された第12回筑前地区中学校吹奏

楽コンクールに出場し、銀賞を受賞。第57回福岡吹奏楽コン

クールでは金賞を受賞。８月の県大会・第28回福岡県吹奏楽

コンクールでは金賞を受賞し、九州大会の第57回九州吹奏楽

コンクールへ出場しました。宗像市の中学校吹奏楽部が九州大

会へ出場したのは28年ぶりの快挙です。他校では、３年生を

中心に２年生を加えた50人体制の中、中央中は１年生から３

年生まで合わせて24人体制。このような条件にも負けず見事

銀賞に輝きました。

　谷井市長は「おめでとうございます。少人数で、しかも、１

年生が入っての体制で銀賞受賞は、大変すばらしいと思いま

す」。また、久芳教育長は「銀賞受賞を、とてもうれしく思っ

ています。みなさんが一生懸命努力した結果だと思います。こ

れからも目標と夢を持って頑張ってください」とあいさつ。３

年生で吹奏楽部キャプテンの廣門真悠（まゆ）さんは「少ない

人数で最初は自信がなかったけれど、夏休みもたくさん練習し

て、みんなで目標にしていた九州大会に出場できたので、本当

にうれしかったです。私たち３年生は引退しますが、来年は１

年生と２年生に、全国大会を目標に頑張ってほしいです」と話

しました。今後も中央中学吹奏楽部の活躍が楽しみです。

� ■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

　中学校吹奏楽の九州大会で銀賞を受賞した中央中学校吹奏楽

部のみなさんが９月５日、谷井博美市長と久芳昭文教育長を表

敬訪問しました。

中央中吹奏楽部のみなさんと谷井市長（最後列中央）、
久芳教育長（最後列右から５人目）

し
た
。
ま
た
、
当
日

は
、
宗
像
高
校
電
気

物
理
部
に
よ
る
ロ
ボ

カ
ッ
プ
の
紹
介
と
、

実
際
に
世
界
大
会

に
出
場
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
た
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も

実
施
さ
れ
、
工
作
に

来
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
自
動
で
動
く
ロ

ボ
ッ
ト
に
興
味
津
々

で
し
た
。

　
海
の
道
む
な
か
た

館
で
は
、
今
後
も
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

�

☎
（
62
）
２
６
０
０

ロ
ボ
ッ
ト
工
作
を
教
え
る

宗
像
高
校
電
気
物
理
部
員
（
右
）

九州大会で 受賞で銀賞
中央中学校吹奏楽部

国
・
県
な
ど
か
ら

　
同
廃
棄
物
の
処
理
が
北
九

州
市
で
始
ま
り
ま
し
た
。
北

九
州
市
は
、
国
の
基
準
よ
り

厳
し
い
基
準
を
設
け
、
放
射

線
な
ど
を
測
定
し
な
が
ら
処

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県

は
、
今
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
で
の
放
射
線
量
の

監
視
を
実
施
し
、
安
全
を

確
認
し
ま
す
。
放
射
線
量

の
測
定
デ
ー
タ
や
処
理
の

必
要
性
、
安
全
性
な
ど
は

県
ＨＰhttp://w

w
w
.pref.

fukuoka.lg.jp/

で
確
認

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

３
６
３

東
日
本
大
震
災
で

発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
の
処
理

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
む
な
か
た
未
来
カ
フ
ェ
」

参
加
者
募
集

　
市
で
は
、「
第
二
次
宗
像

市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
、
10
年
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て
自
由
に
対
話
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
な

か
た
未
来
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
／
場
所

▽
Ａ
＝
11
月
３
日（
土
・
祝
）

午
前
10
時
～
正
午
／
三
国

屋
旅
館
（
大
島
）

▽
Ｂ
＝
11
月
７
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
同
３
時
30

分
／
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
・
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

▽
Ｃ
＝
11
月
12
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
～
同
３
時
30

分
／
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
（
田
野
）

▽
Ｄ
＝
11
月
15
日
（
木
）
午

後
７
時
～
同
９
時
／
宗
像

ユ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ダ
ン

テ
●
定
員
　
各
30
人
程
度

●
申
込
方
法
　
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
①
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
④
希
望

す
る
会
場
Ａ
～
Ｄ
を
明
記

し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
む
（
複
数

申
し
込
み
可
）

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メールkikaku@

city.m
u�

nakata.fukuoka.jp

▽
市
総
合
計
画
ＨＰhttp://�

w
w
w
.m
unakata-pj.

com
/m
eeting/

（
パ

ソ
コ
ン
の
み
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

　
☎
（
36
）
１
１
９
２

●
主
催
　
福
岡
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

●
訓
練
期
間
　
平
成
25
年
1

月
９
日
（
水
）
～
同
3
月

29
日
（
金
）

身
体
・
精
神
・
知
的
障

が
い
者
委
託
訓
練
募
集

＊
日
時
は
問
い
合
わ
せ
を

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像

●
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
●
対
象
　
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

か
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
持
ち
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に

求
職
登
録
し
て
い
る
人

で
、
介
護
不
要
で
身
辺
処

理
が
で
き
る
人

●
定
員
　
15
人

＊
定
員
に
満
た
な
い
時
は
中

止
の
場
合
あ
り

●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
教
材
費
な
ど
約
１

万
円
必
要

●
面
接
日
時
　
12
月
14
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

●
応
募
書
類

▽
入
校
願
書「
委
託
訓
練
用
」

（
写
真
貼
付
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

保
健
福
祉
手
帳
か
療
育
手

帳
の
写
し

＊
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

入
手
可

●
応
募
方
法
　
11
月
22
日

（
木
）
ま
で
に
、
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
応
募

書
類
を
提
出
す
る

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
訓
練
内
容
＝
株
式
会
社
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
社

☎
０
９
２
（
４
８
３
）
０

１
５
８

▽
訓
練
以
外
＝
福
岡
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３
（
７
４
１
）
５

４
３
１
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
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あ
る
人
と
の
交
流
の
広
が
り

や
余
暇
活
動
の
充
実
に
つ
な

が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
後
、
生
活
部
会
で
で

き
た
市
民
活
動
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
で
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
地
域
生
活
が
充
実

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

《
サ
ン
リ
ブ
で

ま
ご
こ
ろ
市
を
開
催
》

　
市
内
５
つ
の
障
害
福
祉
施

設
で
構
成
す
る
宗
像
ま
ご
こ

ろ
市
運
営
協
議
会
が
８
月
18

日
、
サ
ン
リ
ブ
く
り
え
い
と

宗
像
で
「
ま
ご
こ
ろ
市
」
を

開
催
。
民
間
の
大
型
店
舗
で

の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
で

す
。

　
ま
ご
こ
ろ
市
で
は
、
日
ご

ろ
障
が
い
者
が
作
っ
て
い
る

パ
ン
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
雑

友だちは　心をいやす　源だ（石原 想
こころ  

・赤間小５年）
ありがとう　笑顔が実る　だれにでも（工藤日菜子・自由ヶ丘小６年）

友達と　つくろう絆の　にじの橋（野里蒼
そ う ま

天・河東西小５年）
話そうよ　あいさつしたら　もう友だち（高橋菜々子・吉武小５年）

　

任
期
満
了
に
伴
う
宗
像
市
議
会
議
員
選
挙
を
10
月

21
日
（
日
）（
大
島
・
地
島
投
票
区
は
19
日
（
金
）

に
繰
り
上
げ
）
に
実
施
し
ま
す
。
宗
像
市
の
将
来
を

託
す
議
員
（
定
数
20
人
）
の
選
挙
で
す
。
候
補
者
の

人
物
や
政
策
を
見
極
め
て
、
主
権
者
と
し
て
自
覚
あ

る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

開
票
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
紙
10
月
１
日
号
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

 

☎
（
36
）
１
３
７
５

市議会議員一般選挙

このコーナーでは、選挙に関す
る一口メモと４コマ漫画を紹介
しています。

　
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

は
、
生
活
部
会
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
主
要
メ
ン
バ
ー
会

議
を
定
期
的
に
実
施
。
こ
の

会
議
は
、
各
事
業
所
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
の

会
議
で
す
。
８
月
の
会
議
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
っ

か
け
に
動
き
出
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民
活

動
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
》

①
病
院
の
社
会
復
帰
訓
練
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
新
た
に
取
り
入
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
、
障
が
い
者
が
活

動
に
参
加
。
障
が
い
を
理

解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

人
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

活
動
日
や
活
躍
の
幅
を
広

げ
て
い
っ
て
い
る

②
就
職
に
向
け
た
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
や
ペ
ン
習
字
の
指
導

者
と
し
て
、
市
民
学
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
。

訓
練
を
受
け
て
い
る
障
が

い
者
に
と
っ
て
知
識
や
技

術
だ
け
で
な
く
、
対
人
関

係
な
ど
に
も
広
が
り
が
で

き
る
こ
と
を
期
待

③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア

ホ
ー
ム
に
住
む
人
た
ち

が
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
を
余
暇
活
動
と
し

て
、
苦
手
な
事
に
つ
い
て

は
支
援
を
受
け
て
挑
戦
で

き
る
よ
う
に
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
人
（
提
供

者
）
と
、
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
者
）
の
両
方
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

の
登
録
を
検
討

　
今
回
、
市
民
活
動
の
シ
ス

テ
ム
が
、
市
民
と
障
が
い
の

貨
な
ど
を
販
売
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
て

販
路
の
拡
大
や
自
主
製
品
の

啓
発
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
を
通
し
て
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
の
推
進
と
理
解
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

▽
FAX
（
36
）
５
８
５
６

　釣り防波堤
限定の釣り大
会を実施します。初心者大歓迎。参加者には参加賞、入賞者に
は賞品を贈呈。楽しい抽選会もあります。うみんぐ大島イメー
ジガール・秋丸美帆さんのトークショーも開催。ぜひ、参加し
てください。
●日時　11月10日（土）  8：20～14：00
＊荒天中止（延期なし）
＊行きは7：40神湊発便の船に乗ってください
●会場　うみんぐ大島・釣防波堤
●表彰部門　マダイ、バリ（アイゴ）、クロ（メジナ）、チヌ（ク

ロダイ）、アラカブ（カサゴ）、アジ、イカ、他魚の計８部門
＊原則、長さ（10cm以上のみ有効）で競いますが、アジの部
は５匹重量、イカの部は１匹重量、他魚の部は主催者判断（長
さか重量）で競います
＊複数の部門へ参加可能
●表彰　各部門１から３位まで表彰
＊その他特別賞あり
●募集人数
　先着150人
●参加費　無料
＊別途、うみん
ぐ大島・防波
堤入場料金（一
般600円、小
学生300円）、
渡船料などの
交通費が必要

●申込締切日　11月２日（金）
■申込・問い合わせ先　うみんぐ大島　☎（72）２３６１

防波堤での釣り大会の様子

宗 像 市 長 杯宗 像 市 長 杯 11月10日
㈯

うみんぐ大島
釣り大会

福
岡
県
沖
縄
地
域

戦
没
者
追
悼
式

●
主
催
　（
財
）
福
岡
県
遺

族
連
合
会

●
日
時
　
平
成
25
年
１
月
17

日
（
木
）
～
同
18
日
（
金
）

＊
追
悼
式
は
同
18
日
（
金
）

午
前
10
時
～
同
11
時

●
場
所
　
福
岡
の
慰
霊
の
塔

（
沖
縄
県
糸
満
市
・
平
和

祈
念
公
園
内
）

＊
無
宗
教
献
花
方
式

●
参
加
要
件
　
福
岡
県
出
身

プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ

パ
の
た
め
の
講
演
会

●
主
催
　
宗
像
小
児
科
医
師

会
、
宗
像
産
婦
人
科
医
師

会
、
宗
像
女
性
医
師
の
会

●
日
時
　
11
月
10
日
（
土
）

午
後
３
時
～
同
４
時
30
分

●
会
場
　
宗
像
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
（
宗
像
急
患
セ
ン

タ
ー
３
階
）

で
、
先
の
大
戦
で
沖
縄
地

域
で
の
戦
没
者
と
一
般
戦

災
死
没
者
の
遺
族
（
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
、

姉
妹
で
福
岡
県
に
居
住
し

て
い
る
人
）

●
募
集
人
数
　
25
人

■
申
込
方
法
　
11
月
16
日

（
金
）
ま
で
に
、
同
会
事

務
局
☎
０
９
２（
７
６
１
）

０
０
１
２
へ
電
話
で
申
し

込
む

宗
像
産
大
豆
巡
り

●
主
催
　
む
な
か
た
地
域
農

業
活
性
化
機
構
　

●
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）

午
前
８
時
45
分
受
付
、
同

９
時
～
午
後
１
時
実
施

●
集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
む
な
か

た
本
店
・
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
前

●
内
容
　
大
豆
農
地
見
学
、

テ
ン
ペ
工
場
見
学
、
み
そ

作
り
体
験

＊
作
っ
た
味
噌
は
持
ち
帰
り
可

●
定
員
　
抽
選
で
25
人

＊
結
果
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円

＊
昼
食
は
主
催
者
が
用
意

■
申
込
方
法
　
11
月
２
日

（
金
）
ま
で
に
、
同
機
構

☎
（
36
）
７
８
８
３
へ
電

話
で
申
し
込
む

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第5回

●
演
題
　
生
ま
れ
て
く
る
お

子
さ
ん
の
た
め
に
～
プ
レ

マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
の
た
め

に
小
児
科
医
が
伝
え
た
い

こ
と
～

●
内
容
　
新
米
マ
マ
や
パ
パ

と
一
緒
に
、
子
育
て
や
予

防
接
種
に
つ
い
て
学
び
ま

す
●
定
員
　
先
着
１
０
０
人

●
受
講
料
　
無
料

●
託
児
　
無
料
（
６
カ
月
～

未
就
学
児
）

＊
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
宗
像
・
福
津
市
内
の

小
児
医
療
機
関
や
宗
像
地

区
の
産
婦
人
科
医
療
機

関
、
宗
像
医
師
会
事
務
局

へ
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
医
師
会
事
務
局

☎
（
36
）
２
４
５
３

サ
ン
リ
ブ
で
開
催
し
た

ま
ご
こ
ろ
市
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でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の相談
に加えて、毎月第２・第４土曜日に電話相談を
始めました。利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

　

自
宅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

送
付
さ
れ
、「
水
源
地
」
や

「
石
炭
採
掘
権
」「
Ｃ
Ｏ
２

排

出
権
」
な
ど
の
「
権
利
」
の

購
入
を
勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

■
事
例
１

　

最
近
、
Ａ
社
か
ら
「
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ

ん
か
？
」
と
自
宅
に
頻
繁
に

電
話
が
か
か
る
。
届
い
て
い

な
い
と
伝
え
る
と
「
そ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
選
ば
れ
た
50

人
に
し
か
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ほ
し

い
人
が
多
い
の
で
も
し
届
い

た
ら
、
連
絡
を
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
Ｂ
社

か
ら
も
連
絡
が
あ
り
、「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
ら

譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
。
実
際
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
が
、
Ａ
社
に
連
絡

し
て
も
大
丈
夫
か
。

 

（
70
歳
代
・
男
性
）

■
事
例
２

　

突
然
、
Ｃ
社
か
ら
「
石
炭

採
掘
権
譲
渡
権
利
書
」
の
申

込
書
と
会
社
案
内
が
届
い

た
。
そ
の
後
、Ｄ
社
か
ら「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
し

か
そ
の
権
利
は
購
入
で
き
な

い
。
代
わ
り
に
購
入
し
て
く

れ
れ
ば
、２
倍
で
買
い
取
る
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
本
当
だ

ろ
う
か
。 （
50
歳
代
・
女
性
）

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
し
た
業
者
と
は
違
う

業
者
が
消
費
者
に
電
話

し
、「
高
値
で
買
い
取

る
の
で
、
代
わ
り
に
購

入
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
勧
誘
す
る「
劇
場
型
」

と
呼
ば
れ
る
振
り
込
め
詐
欺

の
手
口
で
す
。

　
事
例
の
他
に
も
、
同
様
の

手
口
で
「
老
人
ホ
ー
ム
の
利

用
権
」
や
「
海
外
通
貨
」
の

購
入
を
勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
業
者
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

電
話
で
「
資
源
需
要
の
高
ま

り
や
、
放
射
能
不
安
で
注
目

さ
れ
て
い
る
権
利
」
な
ど
と

説
明
し
ま
す
が
、
安
易
に
信

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
販
売
業
者
と
は
別

の
業
者
に
「
数
倍
で
買
い
取

る
」
と
説
明
さ
れ
て
も
、
そ

の
相
手
と
は
連
絡
が
取
れ
な

く
な
る
可
能
性
が
高
く
、
実

際
に
買
い
取
り
が
さ
れ
た
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
支

払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　「
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」

「
残
り
わ
ず
か
」
な
ど
と
勧

誘
さ
れ
て
も
、
う
ま
い
も
う

け
話
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ

た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

突然、送られてくる
不審なパンフレットに

注意！

突然、送られてくる
不審なパンフレットに

注意！

●
主
催
　
宗
像
地
区
青
年
農

　
業
者
会

●
日
時
　
11
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時
＊
雨
天
中
止

●
会
場
　
農
業
福
島
園
（
光

岡
４
０
２
・
２
）

　
☎
（
36
）
１
９
５
８

●
内
容
　

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

お
米
ミ
ニ
講
座

②
稲
刈
り
体
験

③
青
年
農
家
が
作
っ
た
新
米

を
使
っ
た
昼
食

＊
新
米
の
お
み
や
げ
あ
り

●
対
象
　
宗
像
、
福
津
市
民

●
定
員
　
先
着
20
人

●
参
加
費

▽
一
般
＝
５
０
０
円

▽
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

●
持
参
品
　
軍
手
、
長
靴
、

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
で
汚
れ

て
も
よ
い
服
装

■
申
込
方
法
　
10
月
26
日

ふ
れ
あ
い

農
業
体
験
交
流
会

（
金
）
ま
で
に
、
福
岡
農

林
事
務
所
北
筑
前
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
へ
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
43
）
８
８
３
３

▽
参
加
者
全
員
の
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号
を
明
記
し
て
メール

h
o

kuch
iku-d

lc@
pref.fukuoka.lg.jp

歩
く
唐
津
街
道
の
旅

２
０
１
２

●
主
催
　
玄
界
灘
風
景
街
道

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
＊
小
雨
決
行

●
内
容
　
唐
津
街
道
（
唐
津

市
唐
津
城
か
ら
北
九
州
市

大
里
宿
ま
で
）
約
１
４
０

キ
ロ
を
９
区
間
に
分
け
て

歩
く
旅
。今
回
は「
ち
ょ
っ

と
よ
り
み
ち
・
唐
津
街
道

む
な
か
た
」。
赤
間
宿
か

ら
芦
屋
宿
ま
で
の
約
12
キ

ロ
を
歩
き
ま
す

●
集
合
場
所
　
教
育
大
前
駅

前
　

●
参
加
費
　
無
料

●
持
参
品
　
弁
当
、
お
茶
、

歩
き
や
す
い
服
装

●
申
込
締
切
日
　
10
月
27
日

（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
大
串
）

☎
０
９
０
（
７
４
５
９
）

０
６
８
１
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教
室
の
種
類
に
は
、
運
動

器
の
機
能
向
上
、栄
養
改
善
、

口
腔
（
こ
う
く
う
）
機
能
の

向
上
、
閉
じ
こ
も
り
、
う
つ

病
、
認
知
症
の
予
防
や
支
援

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
教
室
に

通
う
こ
と
が
困
難
な
人
に

は
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士
ら
が
家

庭
を
訪
問
し
て
、
必
要
な
指

導
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。

＊
教
室
の
利
用
料
金
は
、
健

康
づ
く
り
課
へ
問
い
合
わ

せ
を

田
野
の
「
ハ
イ
マ
ー

ト
杏
」
で
実
施
し
て

い
る
二
次
予
防
事
業

対
象
者
向
け
の
「
リ

ハ
ビ
リ
＆
ケ
ア
教

室
」
で
す
。
毎
週
月

曜
日
の
午
前
の
2
時

間
、
６
カ
月
間
の

コ
ー
ス
で
、
送
迎
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
75
歳

か
ら
85
歳
ま
で
の
男
女
４

人
。
主
に
、
膝
や
腰
の
負
担

を
軽
減
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
て
、
健
康
運
動

実
践
指
導
者
の
本
村
梨
華
さ

ん
と
作
業
療
法
士
の
阿
部
輝

記
さ
ん
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　
本
村
さ
ん
が
体
操
を
始
め

ま
し
た
。
椅
子
に
座
っ
て
実

施
す
る
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。
腹
式
呼
吸
運
動
、
首

を
ね
じ
る
運
動
な
ど
が
続
き

え
て
く
る
と
言
い
ま
す
。

　
教
室
の
仕
上
げ
は
、
隣
の

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
温

泉
か
ら
引
い
た
「
足
湯
」
で

す
。
4
人
の
参
加
者
は
、
足

湯
に
つ
か
り
な
が
ら
「
同
期

生
と
し
て
親
し
く
な
っ
た
の

で
楽
し
い
」「
個
人
指
導
と

車
で
の
送
迎
が
あ
り
が
た

い
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
い
ま

し
た
。

（
市
民
記
者
・
真
嶋
賢
一
）

ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
1
人
ず

つ
参
加
者
の
身
体
機
能
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
マ
ッ
ト

に
寝
て
も
ら
い
、「
今
日
は

ど
こ
か
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
か
？
」と
尋
ね
な
が
ら
、

足
腰
を
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た

り
し
ま
す
。「
集
団
で
は
分

か
ら
な
い
要
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
が
、
個
別
に
見
る
と
分
か

り
ま
す
」
と
阿
部
さ
ん
。
継

続
し
て
い
る
と
生
活
ス
タ
イ

ル
と
身
体
機
能
の
変
化
も
見

■
中
学
生
の
時
、
友
達
へ
電

話
を
か
け
た
つ
も
り
が
、
受

話
器
か
ら
「
ハ
ロ
ー
」
と
英

語
の
声
。
何
も
言
え
ず
、
慌

て
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
■
英
語
で
笑
顔
に
な
れ
た

の
は
、
初
め
て
海
外
へ
行
っ

た
35
歳
の
時
。
身
振
り
手
振

り
と
怪
し
い
英
語
で
、
相
手

に
気
持
ち
が
通
じ
た
時
だ
っ

た
■
早
く
か
ら
本
物
の
英
語

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
宗

像
の
子
ど
も
た
ち
は
、
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
す
。（
あ
）

■
５
月
、
と
あ
る
研
修
に
参

加
。
東
京
出
身
で
、
大
阪
の

広
告
代
理
店
に
勤
め
る
新
入

社
員
の
女
性
と
名
刺
交
換
し

ま
し
た
■
「
宗
像
知
っ
て
ま

す
。
私
、
リ
ー
ダ
ー
塾
の
卒

業
生
で
、
今
も
同
期
と
連
絡

し
た
り
、
集
ま
っ
た
り
し
て

ま
す
」
と
笑
顔
で
告
白
さ
れ

ま
し
た
。
思
わ
ず
「
大
き
く

な
っ
た
ね
」
と
間
抜
け
な
返

答
■
初
対
面
な
の
に
ご
め
ん

な
さ
い
。で
も
、う
れ
し
か
っ

た
ん
で
す
。
　
　
　
　（
の
）

■
１
０
０
歳
を
迎
え
た
乗
次

さ
ん
の
お
祝
い
訪
問
を
取

材
。
元
気
よ
く
う
れ
し
そ
う

に
話
す
姿
は
１
０
０
歳
に
は

見
え
ず
、
と
て
も
若
々
し
く

見
え
ま
し
た
■
私
の
祖
父
母

も
80
歳
を
超
え
、
耳
も
目
も

少
し
悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
と
て
も
元
気
。
毎
日
欠

か
さ
ず
散
歩
を
し
て
い
ま
す

■
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
で
す
。
　（
ま
）

　
介
護
予
防
と
は
、「
で
き

る
だ
け
介
護
が
必
要
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
を

目
的
に
、
元
気
な
人
が
元
気

な
う
ち
か
ら
生
活
機
能
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
活

動
の
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
介
護
予
防

を
推
進
す
る
た
め
、
65
歳
以

上
の
奇
数
年
齢
に
達
す
る
人

を
対
象
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
送
付
し
、
生
活

機
能
状
態
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生

活
機
能
の
低
下
が
な
い
と
判

断
さ
れ
た
「
一
般
高
齢
者
」

と
、
今
す
ぐ
に
は
介
護
の
必

要
性
は
な
い
も
の
の
、
や
や

生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

る
「
二
次
予
防
事
業
の
対
象

者
」
に
分
け
て
、
介
護
予
防

教
室
の
受
講
を
勧
め
て
い
ま

す
。

　
市
民
記
者
は
８
月
中
旬
、

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ク
ア

ド
ー
ム
の
一
般
高
齢
者
向
け

「
元
気
Ｂ
Ｙ
（
バ
イ
）
運
動

教
室
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
を
主
体
に
運
動

機
能
の
向
上
を
目
指
し
た
も

の
で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後

第 67 回

　今回は、市が委託実施している介護予防教室のうち、今年７月から新たに加わった２つの教室の活
動状況を市民記者が取材しました。

元気なうちに介護予防教室へ
介護不要の「心体」づくり

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
元
気
な
市
民
や
団
体
の
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７ 

椅
子
に
座
っ
て
筋
肉
運
動

ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
２
時
間
、
１
年
間
の
教
室

で
す
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
、
見

学
者
を
含
め
て
６
人
。
健
康

運
動
指
導
士
の
永
溝
佑
介
さ

ん
と
健
康
運
動
実
践
指
導
者

の
井
上
大
智
さ
ん
が
、
交
互

に
指
導
し
ま
す
。

　「
今
日
は
、
日
ご
ろ
あ
ま

り
使
わ
な
い
筋
肉
を
ほ
ぐ
す

運
動
を
し
ま
す
」
と
永
溝
さ

ん
。
椅
子
に
座
っ
た
り
、
床

の
マ
ッ
ト
に
寝
た
り
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン

ポ
で
約
30
分
、
硬
く
な
っ
た

体
を
ほ
ぐ
す
運
動
を
続
け
ま

す
。
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、「
ゴ

ム
の
張
り
具
合
は
、
自
分
の

力
で
き
つ
く
な
い
程
度
で
い

い
で
す
よ
」
と
個
人
差
を
考

え
な
が
ら
指
導
し
ま
す
。

　
次
は
、
考
え
な
が
ら
運
動

す
る
頭
の
体
操
で
す
。
井
上

さ
ん
が
、
椅
子
に
座
っ
て
足

で
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
、

両
手
を
パ
ン
と
た
た
い
て
音

を
出
し
ま
す
。
繰
り
返
す
う

ち
に
、
足
の
リ
ズ
ム
と
手
を

た
た
く
音
が
合
わ
な
い
人
が

出
て
き
ま
す
。
手
足
の
運
動

に
加
え
、
脳
を
刺
激
す
る
の

で
認
知
症
予
防
の
効
果
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
た

参
加
者
の
中
村
友
治
さ
ん
、

裕
子
さ
ん
夫
妻
（
自
由
ヶ

丘
・
60
歳
代
）
は
「
こ
こ
に

来
る
だ
け
で
気
分
が
晴
れ
ま

す
。
今
日
や
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
帰
り
、
家
で
も
で
き
れ

ば
い
い
の
で
す
が
…
。
そ
の

う
ち
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
永
溝
さ
ん
は
「
こ
こ
で
は

1
回
20
人
ま
で
参
加
で
き
ま

す
。
日
曜
日
の
コ
ー
ス
も
あ

り
、
プ
ー
ル
を
使
っ
た
介
護

予
防
教
室
も
あ
り
ま
す
。
多

く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
も
う
一
つ
の
取
材
先
は
、

身体機能チェックをする
阿部さん（右端）

ゆっくりしたテンポで腹式呼吸運動

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の

温
泉
か
ら
引
い
た
足
湯

【「基本チェックリスト」とは？】
　日常生活を送るために必要な「外出する」「食事をす
る」「趣味を楽しむ」など、身体機能や自分の体調を知り、
今後も元気に生活するために生活機能の低下の有無を確
認するものです。運動器の機能、口腔機能、栄養状態、
認知症・うつ・閉じこもりの状態
の有無について、アンケートで確
認をします。

●基本チェックリストは次の対象
者へ誕生月に送付します

▽要介護認定を受けていない人
▽誕生月に65歳以上の奇数年齢になる人

【介護予防教室に参加して、心と体を元気に】
　今回紹介した運動の教室以外に、体の変化に合わせた
食生活の学習や、口の健康、心や脳の健康を保つ教室が
あります。
　教室に参加するには「基本チェックリスト」への回答
と健康診査などの結果表が必要です。
＊詳しくは、「基本チェックリスト」に同封の資料で確
認か、問い合わせを

＊「基本チェックリスト」の送付対象外で、教室に参加
したい人は問い合わせを

元
気
な
う
ち
か
ら
予
防
を

運
動
機
能
の
向
上
を

�

目
指
し
て

個
別
指
導
で
チ
ェ
ッ
ク

「基本チェックリスト」
で介護予防

保健師
　からの
　　一言

豊福保健師
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